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＜はじめに＞ 

さいたま市では、市民が食育を通して、心と身体の健康を培い、豊かな人間性、自然への感謝の気持ちを育むことを目指して、「第３次さいたま

市食育推進計画」に基づき食育を推進しています。令和２年度は、“「確かな目をもって」食べる”を重点目標とし、市民・民間団体・事業者・関係機

関・行政等が、連携の強化を図りながら、食育を推進しました。 

本冊子は、さいたま市における食育の取組の進行状況の確認、評価を行い、効果的な食育の推進を検討するため、令和２年度の「さいたま市食

育推進協議会」及び「さいたま市食育推進担当者会議」において取りまとめた資料をもとに作成しました。市民一人ひとりが、生きていく上で欠かせ

ない大切な“食”について、正しい知識をもち、考え、実践し、伝えていけるよう、さいたま市の食育を推進していくための資料として、ご活用ください。 

＜冊子の見方＞ 

＜目次＞ ※新型コロナウイルス感染症、その他の理由により、全日程が中止になった事業・取組は掲載していません。

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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地の物

取組の様子など

１ 食育関係団体（さいたま市食育推進協議会委員）の食育取組状況 ・・・・・ 1 

２ さいたま市食育関係部局の食育取組状況 ・・・・・ 6 

 公民館の食育取組状況 ・・・・・ 20 

３ 市立小学校・中学校・特別支援学校の食育取組状況 ・・・・・ 28 

関係団体、地域・市民、行政等が、対等な立場で

連携を図りながら協力して取り組んだ場合は ○ 

食育の目標 “さいたま市５つの「食べる」” （裏表紙うら参照） の 

各項目について、講話・実習・体験・啓発等を行った場合は ○ 

対象としたライフステージに ○ 

食育の目標 “さいたま市５つの「食べる」” で ○をつけた項目 

について、市民がどう変化したか等、取り組んだ成果を記載 

改善すべき点、検討が必要な点等について記載 

（終了となる事業については、その理由を記載） 

実施した内容を記載 

写真や資料を掲載 



１ 食育関係団体（さいたま市食育推進協議会委員）の食育取組状況 

・さいたま市食生活改善推進員協議会 

・さいたま市地域活動栄養士会 バランス食の会 
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度
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調理実習の見通しがつかな
い今、今後も健全な食生活
が実践できるようレシピ、資
料の提供の強化をして行く。

さいたま市
食生活改善
推進員協議
会

対象：市民

実施回数：6回

参加者数：98人

実施日：浦和支部2グループ 9月～12月　11/15　26

場所：南浦和公民館5回、原山公民館1回

内容：高齢者ふれあい会食、食育講座、始めよう我が
家の防災対策

地区社会福祉協議会、公民館、食
改と協働事業。
70才以上のひとり暮らしの市民に会
食と仲間づくりの支援、低栄養を重
視、手作りのバランス食を提供。毎
回参加を楽しみにしているとの声が
多数。市民対象に防災課職員の防
災対策の講演実施。検温、体調、マ
スク着用厳守と防災食のレシピ配
付。災害時は家族の身の安全確保
が一番大切だと伝えられた。

地域の要望に対応し、あらゆ
る世代に寄り添うことが出来
るよう、食育活動に取り組
む。

さいたま市
食生活改善
推進員協議
会

対象：会員

実施回数：6回

参加者数：123人

実施日：令和2年 ①7月8日　②9月16日　③10月21日
④11月5日　⑤11月9日　⑥11月25日

場所：①②③⑥市民会館いわつき　④大宮区役所保健
センター　⑤北区役所保健センター

内容：①今年度の予定について　②コグニパック、フレ
イル予防と体操　③生活習慣病予防、誤飲予防体操
④⑤⑥始めよう我が家の防災対策

国立長寿医療研究センター
手引の運動と栄養ガイド、コ
グニパック、栄養改善パック
資料から日常の生活でも頭
と体をしっかり使い、欠食を
せず主食、主菜、副菜を揃え
る食事で栄養バランス良好
になりますと伝えた。

さいたま市
食生活改善
推進員協議
会

対象：会員

実施回数：119回

参加者数：1,643
人

実施日：浦和支部23グループ 7/8他80回、大宮支部13
グループ 4/20他34回、中央支部2グループ 9/30他2回

場所：各支部公民館（浦和支部20、大宮支部13、中央
支部2）

内容：10区リーダー研修、支部リーダー研修で学んだ講
義とレシピの説明を正しく明確に伝達する。（新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため回数を減らしました）

令和2年度食育目標「確かな
目をもって食べる」では、災
害も大きな目標。防災課職
員の始めよう我が家の防災
対策講義では新型コロナ対
策のため追加したい非常持
出品を知り新たな生活様式
を取り入れた備えが大切と
伝えられた。

地域の多世代に向けて、我
が家の防災対策と災害時の
食事の重要性を啓発して行
きたい。

さいたま市
食生活改善
推進員協議
会

対象：会員

実施回数：6回

参加者数：130人

実施日：浦和支部（9/17、11/4、12/15、3/12）、
大宮支部（9/1、12/1）
※新型コロナウイルス感染予防のため中止（浦和支部3
回、大宮支部2回、岩槻支部3回）
場所：各区役所保健センター（浦和区2、桜区1、南区1、
西区1、見沼区1）
内容：高血圧予防の減塩料理、始めよう我が家の防災
対策、家族で楽しく食べる行事食、糖尿病予防の食事、
朝食に着目した食事、親子の食育・食事バランスガイド
の活用、免疫力についての講義、レシピの説明

地区、グループ伝達に向け
ての研修会。令和2年度は講
義とレシピ説明の研修会。研
修について意見交換又地区
グループの現状の情報交換
を交えつつ前向きに取り組む
ことが出来た。

さいたま市
食生活改善
推進員協議
会

対象：会員

実施回数：1回

参加者数：41人

実施日：①令和2年7月2日（中止）　②10月2日
③令和3年1月7日（中止）
※新型コロナウイルス感染予防のため①③中止

場所：①③さいたま市保健所（中止）
②浦和区役所保健センター

内容：①始めよう我が家の防災対策（中止）
②生活習慣病予防
③食品ロス及びリサイクルをめぐる情勢（中止）

生活習慣病を予防するため
にと日本人の食事摂取基準
2020年を通し主な改定ポイン
ト、BMIの範囲の見直し、食
塩相当量の目標値を引き下
げ等々講義。新たな情報を
得、実践し生活習慣病予防
に努めて行きたい。

講義のみの研修グループ伝
達はレシピ生活習慣病予防
の食事と共に分かり易く明確
に伝える。

さいたま市
食生活改善
推進員協議
会

対象：会員

実施回数：1回

参加者数：10人

実施日：令和2年5月14日

場所：さいたま市保健所

内容：総会

新型コロナウイルス感染拡
大予防緊急事態宣言発令の
中、場所、参加者数を変更し
粛々と速やかに滞りなく議事
進行が執り行われた。会員
には総会資料配付にて報告
とする。

Plan Do Check

取組の様子など所属団体

協働の有無

事業名
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新型コロナウイルス感染症
収束時には食育に関わる各
界専門家の講義を受講でき
るよう計画を進めたい。

コロナ禍、調理実習が叶わ
ず。
準備万端何時でも実施でき
るよう調えておきたい。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度
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行事食への関心も高く、また
同じ食材での応用調理も知
りたがっているので進めて参
ります。実習希望が高く、た
の機会も紹介して行きたい

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：男性

年　４回
各回　８人
計　32人

実施日：毎月第三水曜日（8月・1月休み）

場所：さいたま市中央区　上落合公民館

内容：料理教室・栄養講座

本年度は、コロナ禍の影響で
公民館が閉鎖になり予定通
りできませんでした。又上落
合公民館が工事の為使用で
きずに他の施設で実施しまし
た。

希望のメニューにそって献立
作りをしているが、又作りた
い、もっと作りたいを大事にし
て行きたいと思っている。

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：女性

年　4回
各回　１０人
計　4０人

実施日：毎月第二金曜日（8月・1月休み）

場所：さいたま市浦和区　浦和ふれあい館

内容：料理教室・栄養講座

本年度は、コロナ禍の影響で
公民館が閉鎖になり予定通
りできませんでした。又ふれ
あい館が工事の為使用でき
ずに他の施設で実施しまし
た。

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：女性

年　1回
各回　１０人
計　10人

実施日：毎月第二木曜日（8月・１月休み）

場所：さいたま市浦和区　浦和ふれあい館

内容：料理教室・栄養講座

本年度は、コロナ禍の影響で
公民館が閉鎖になり予定通
りできませんでした。又ふれ
あい館が工事の為使用でき
ずに他の施設で実施しました
が、遠かった2回目以降は為
休会にしました。

お弁当作り・作り置き惣菜等
のヒントやアドバイスを取り
入れて、バランスのとれた食
生活を簡単に実践して行け
るよう手助けをしてゆきたい

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：女性

年　4回
各回　１２人
計　40人

実施日：毎月第一水曜日（8月・１月休み）

場所：さいたま市浦和区　岸町公民館

内容：料理教室・栄養講座

本年度は、コロナ禍の影響で
公民館が閉鎖になり予定通
りできませんでした。

常に新しい献立や他県の郷
土料理や今話題の栄養講座
も求められているので、努力
して行きたい

さいたま市
食生活改善
推進員協議
会

対象：会員

実施回数：2回

参加者数：30人

実施日：令和2年11月19日、12月10日

場所：浦和区岸町公民館、岩槻区本町公民館

内容：米料理教室
　　　　講義と調理実習

コロナ禍、厳しい人数制限等
が有り、検討を重ね各自自
宅で作り写真に収め、料理を
持ち寄り意見交換をし、制限
されている中、新たな伝達方
法の一つかと思いました。埼
玉県産米と米粉を使い地産
地消の消費拡大に役立て
た。

新型コロナウイルス感染症
の収束の見通しが立ち次
第、地域の食材を使い食育
推進活動に努めたい。

さいたま市
食生活改善
推進員協議
会

対象：市民

実施回数：2回

参加者数：112人

実施日：令和2年 6月8日、9月1～4日

場所：北区役所保健センター、北区役所1階多目的広場

内容：「ごはんdeカンタン！お好み焼き」ホームページ
アップのための調理、撮影
健康ギャラリー支援

市民に発信のホームページ
アップのための調理、撮影の
協力、又、健康に関するクイ
ズや乳がん自己触診の体験
促進、健康情報リーフレット
の配布等、市民に向けての
啓発の協力が出来た。

保健センターの様々な事業
に協力し参加者と触れ合い、
健康づくりに寄与出来るよう
取り組みたい。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度
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自分で作り、お弁当箱に詰め
て物は、普段は嫌いで食べ
ない物も残さずにたべまし
た。簡単に出来る食事作りを
もっと広めてゆきたいと思い
ました。

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：男女

年　１回
計　２４人

実施日：１月２２日

場所：さいたま市中央区　上落合公民館

内容：インスタントラーメンを使った料理教室（アレンジ
料理）

普段ラーメンにひと手間加え
てバランスのとれた一品にな
り喜ばれました。備蓄での利
用が多くあまり食べてない人
が多かったのですが野菜
たっぷりなあんかけ、具沢山
な塩ラーメンで喜ばれまし
た。

普段、備蓄している食材も上
手につかえば立派な食事に
なります。簡単な利用法を広
めてゆきたいです

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：保育園児
と保育士

年　１回
計　人

実施日：１０月25日

場所：さいたま市大宮区　桜花幼稚園

内容：おにぎり教室（自分でお弁当作り）

おにぎりを園児ににぎっても
らい、こちらで用意したおか
ずと共に自分のお弁当箱に
つめてもらいました。お米の
話、親への感謝、栄養の本
の読み聞かせも同時におこ
ないました。園児は楽しく残
さずたべました。

一人暮らしのヒントとなる献
立や、市販の惣菜」の上手な
利用方法を伝えて行きたい。

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：親子

年　１回
計　１６人

実施日：８月２2日

場所：さいたま市中央区　上落合公民館

内容：米粉を使った料理教室

米粉を使ってピザ・お菓子・
スープを親子で楽しく作りま
した。特にこねる事は、子供
にはたのしかったようです。
トッピングも上手にできまし
た。

夏休みの親子対象でした
が、他に時季にも実施してほ
しいといわれました。食育に
とても良い機会だと思いまし
た。

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：彩の国生
きがい大学受講
者

年　３回
各回　２５人
計　75人

実施日：６月２6日・７月10日・９月２5日

場所：伊奈町　埼玉県民活動センター

内容：料理教室・栄養講座

バランスのとれた食事作りと
衛生面での注意、食材の下
ごしらえからおかたずけ迄参
加者が協力して上手にでき
ました。一人でもできる事を
基本に勉強してもらった。

話題性・旬・目新らしい献立
で家族に喜ばれるよう努力し
て行きたい。栄養に関する新
しい知識も勉強して行きたい

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：バランス食
の会会員及び料
理教室受講者
（男女）
年　１回
計　30人

実施日：10月28日

場所：与野本町コミニティーセンター

内容：栄養講座

本年度は、アマニ油について
学びました。　油の性質を知
り、使用するときの注意点や
体にどの様な利点があるか
を知り実際に調理しました。

色々な油の性質を伝えたい

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：女性

年　4回
各回　15人
計　60人

実施日：毎月第四水曜日（8月・1月休み）

場所：さいたま市中央区　上落合公民館

内容：料理教室・栄養講座

本年度は、コロナ禍の影響で
公民館が閉鎖になり予定通
りできませんでした。又上落
合公民館が工事の為使用で
きずに他の施設で実施しまし
た。
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会員のスケジュール調整が
難しくなってきており、勉強会
の日程が決めにくい

さいたま市
地域活動栄
養士会
バランス食
の会

対象：さいたま市
地域活動栄養士
会バランス食の
会会員

年　１０回
各回　１５名
合計　１５０人

実施日：毎月第一月曜日

場所：さいたま市中央区　with　you　さいたま

内容：料理教室・栄養講座の打ち合わせ及び反省会

年間スケジュールを問題なく
終了することができました。
勉強会の実施が出来て良
かった。献立作成も有意義な
物になっている。
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２ さいたま市食育関係部局の食育取組状況 

・健康増進課 

・食品･医薬品安全課 

・いきいき長寿推進課 

・地域保健支援課 

・子育て支援政策課 

・青少年育成課 

・保育課 

・環境創造政策課 

・資源循環政策課 

・農業政策課 

・保健センター共通事業 

・各区保健センター 

・健康教育課（教育委員会） 

・生涯学習振興課（教育委員会） 

・生涯学習総合センター（公民館の食育取組状況は P20～27）（教育委員会） 

・防災課 

・高齢福祉課 
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集合形式で実施できない際
の開催方法等について検討
する必要がある。

食品・医薬
品安全課

対象：市内在住、
在勤、在学中で
18歳以上の方

16人

回数：0回

実施日：①②2021年6月23日（火）（中止、資料配布）、③7月21
日（火）（中止）、④～⑦（中止）
場所：①②③④⑤市保健所、⑥⑦事業者施設
内容：①食品のリスクについて、市の食の安全確保対策につ
いて、②保健所食品衛生課の業務について、食中毒予防と衛
生管理について、手洗い実習、③農薬の安全確保のための正
しい農薬の知識、市の食品等検査業務について、④食品添加
物について、食肉の安全確保対策について、⑤食品表示法に
ついて、⑥⑦施設見学

―

食品・医薬
品安全課

対象：市内在住、
在勤、在学中の
方

回数：1回

参加者数：６０名

実施日：2020年9月25日（金）（書面開催につき、資料送
付）

内容：テーマ「ゲノム編集作物のイロハ～開発から取り
扱いルールまで～」について参加者に資料送付し、質
問を受け付け回答送付

書面で実施したため、活発な意
見交換はできなかった。

集合形式で実施できない際
の開催方法等について検討
する必要がある。

健康増進課
対象：市民

実施日：通年

場所：ウェブサイト
http://www.saitamacity-shokuiku.jp/

内容：食育の基礎知識、学校や保育園の給食レシピ、
食品ロス削減、地産地消、食中毒予防、食育取組事例
などの情報を発信した。

アクセス数が増加した

平成30年度　91,803件
↓
令和元年度　120,150件
↓
令和２年度　189,552件

サイトのさらなる周知に努
め、より多くの市民に食に関
する情報を届ける。
また、繰り返しアクセスしてい
ただくためには、掲載内容を
充実させる必要がある。

健康増進課
対象：市民

実施日：通年
場所：市内
内容：・健康増進課の上記の各取組で、ライフステージ
に応じた食育の普及啓発に取り組んだ。
・「さいたま市食事バランスガイド３～５歳児向け」リーフ
レットを増刷し、保育施設、幼稚園等へ配布した。
・認可保育所、幼稚園の食育の取組事例をまとめ、「さ
いたま市乳幼児期における食育取組事例集」を作成
し、各施設へ配布した。また、「さいたま市食育なび」に
掲載した。

令和元年度に改訂した「さい
たま市食事バランスガイド３
～５歳児向け 活用マニュア
ル」を、リーフレットと共に、認
可保育所、幼稚園、認定こど
も園へ配布し、食事バランス
ガイドの活用を図った。

高齢期を対象とした食育に
ついて、関係課と連携した取
組を検討する必要がある。

啓発だけでなく、市民の行動
変容につながるよう、外食・
中食等の事業者と連携した
取組を検討する必要がある。

健康増進課
対象：市民

実施日：食育月間（6月）、食育の日（毎月19日）等 通年
場所：市内
内容：・年度重点目標“「確かな目をもって」食べる”を
テーマに小学生が描いた絵をデザインしたポスターを
作成し、保育施設、教育機関、公共施設等へ配布した。
・食育なび、市ウェブサイト、市報、民間の会報誌等に
食育に関する啓発記事を掲載した。

小・中学生が食育推進に関
するポスターを描くことは、望
ましい食生活について考える
機会となっている。
民間の会報誌等にも啓発記
事を掲載し、食に関する課題
の多い若い世代・働き盛り世
代にアプローチできた。

啓発だけでなく、市民の行動
変容につながるよう、外食・
中食等の事業者と連携した
取組を検討する必要がある。

健康増進課
対象：市民

実施日：10月
場所：市内
内容：・さいたまヨーロッパ野菜研究会にカリフローレの
レシピを考案していただき、朝食摂取を啓発するリーフ
レットを作成した。公立保育園（61園）の全児童の保護
者へ配布したほか、保育施設、教育機関、公共施設等
へ配布した。
・食育なび、市ウェブサイト、市報、スマートウエルネス
さいたまNEWS等に朝食摂取に関する啓発記事を掲載
した。

リーフレットの配布を公立保
育園やヨロ研カフェに協力い
ただいたり、啓発記事をス
マートウエルネスさいたま
NEWSに掲載したりすること
で、朝食欠食の多い若い世
代・働き盛り世代にアプロー
チできた。

Plan Do Check

担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

取組の様子など

さいたま市食育なび　QRコード

7



さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等
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いきいき長
寿推進課

対象：市内在住で、
65歳以上の方

実施回数：区ごとに
年２コース、１コー
ス３日間開催

参加者：94人

実施日：区ごとに会場及び日時を設定

場所：公民館等

内容：高齢期の栄養や口腔機能、フレイル予防などを、
全3回の教室で学びます。

講師：埼玉県栄養士会等から派遣

栄養士による高齢期の食生
活やオーラルフレイルに関す
る講義に加え、食事バランス
シートのチェックとフィード
バックを行う個別支援も含め
た教室を実施した。

新型コロナウイルス感染拡
大の影響で、コース数(2→1
コース)、開催日数(3回→2
回)、参加人数を縮小し、感
染予防対策を講じた上で実
施した。

今後も継続して情報を掲載し
ていく。
閲覧数を増加させる方法を
検討する必要がある。

食品・医薬
品安全課

対象：市民

実施日：随時

内容：食の安全に関するお知らせや、食品衛生監視指
導計画に基づく監視状況等を掲載した。

遅滞なく掲載できた。

今後も国や他の自治体の動
向を注視しながら、活発な意
見交換を行い、施策に反映し
ていく。

食品・医薬
品安全課

対象：市民

【食の安全基本方針アクションプラン】
案の作成及び昨年度実績確認（～9月）：関係課と調整
策定（10月）：食の安全対策会議、食の安全委員会
次年度素案の作成（3月）：食の安全対策会議、食の安全委員
会
【食品衛生監視指導計画】
次年度素案の作成（11月～12月）：関係課と調整
次年度案の作成（12月）：食の安全対策会議、食の安全委員
会
意見募集（1月～2月）：各区役所、関係課、ホームページ
策定（3月）：食の安全対策会議、食の安全委員会

食の安全委員会、食の安全
対策会議及び意見募集で得
られた意見を反映し、策定す
ることができた。

今後も国や他の自治体の動
向を注視しながら、策定を進
めていく。

食品・医薬
品安全課

【食の安全委員会】
参加者：委員を委嘱
された方
人数：13人
回数：3回

【食の安全対策会議】
参加者：庁内関係課
所長
人数：10人
回数：3回

【食の安全委員会】
実施日：2020年10月29日（木）、12月18日（金）、2021年3月17日（水）
場所：大宮区役所、浦和コミュニティセンター、書面開催
内容：食の安全確保対策事業について、食の安全基本方針アクショ
ンプランについて、食品衛生監視指導計画について
【食の安全対策会議】
実施日：2020年10月7日（水）、12月3日（木）、2021年3月12日（金）
場所：書面開催
内容：食の安全確保対策事業について、食の安全基本方針アクショ
ンプランについて、食品衛生監視指導計画について

市民の食の安全確保に向け
て、食の安全に関する情報
共有や意見交換を行い、食
の安全基本方針アクションプ
ランや食品衛生監視指導計
画に反映した。

より多くの市民に手に取って
もらえるよう、リーフレットや
ポスターのデザインがわかり
やすく、目を引くものになって
いるか精査する必要がある。

食品・医薬
品安全課

対象：市民

実施日：10月～11月（①2020年11月16日（月）、②11月
25日（水）付け、③10月30日（金）付け）

内容：①市施設で啓発品（800組）配置、②社会福祉施
設等を所管する関係課所へリーフレット（5,250枚）の配
布依頼、③大量調理施設（243施設）へのリーフレット配
布、④市報さいたま11月号への記事掲載

冬期の食中毒シーズンに合
わせて集中的に啓発活動を
行うことができた。

市民や各施設に興味を持っ
てもらえるようなリーフレット
になっているか精査する必要
がある。

食品・医薬
品安全課

対象：市民

実施日：6月～8月（①2020年7月10日（金）付け、②6月
29日（月）付け、③6月1日（月）～7月3日（金））

内容：①市施設で啓発品（800組）配置、②市内小中学
校へのリーフレット（75,995枚）及びポスター（1,396枚）配
布、③食肉等の処理・販売・提供等を行う施設（89施
設）の監視指導、④高齢者、若齢者等の抵抗力の弱い
者を対象とした食事を提供する施設（111施設）の監視
指導、⑤市報さいたま6～8月号への記事掲載

夏期の食中毒シーズンに合
わせて集中的に啓発活動を
行うことができた。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

取組の様子など

健康づくり協
力店普及促
進事業

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
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郷
土
料
理

乳
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児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
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25
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壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育に関す
る情報の配
布、掲示の
協力

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境
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漁
業

行
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児
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l

協働 （継続） ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

単独型子育
て支援セン
ターでの食
育に関する
事業

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
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つ

資
源
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境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
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期
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l

協働 （継続） ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

三橋児童セ
ンター
「離乳食講
座」
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生
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バ
ラ
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行
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全
・
食
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毒
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児
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l

協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

天沼児童セ
ンター
「やきいも
パーティ」
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児
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期
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l

協働 ○ （継続） ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮原児童セ
ンター
「栄養士さん
による食育
講話」

朝
食

食
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食
の
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・
食
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食
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協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

コロナ禍での開催であるた
め、定員制などの感染防止
対策が必要であった
お子さんと同室のため、講話
に集中できない保護者がい
る。

青少年育成
課

対象：乳幼児とそ
の保護者
実施回数：1回
参加人数：
乳幼児3人
保護者3人

実施日：2020年9月17日（木）
場所：宮原児童センター
内容：北区役所保健センター栄養士による乳幼児の食
育についての講話

参加者の離乳食等に関する
疑問や不安を解消することに
繋がった。

青少年育成
課

対象：離乳食期の
乳児とその保護者
実施回数：１回
参加者数：乳児５
人、保護者５人

実施日：2020年10月1日(木)
場所：三橋児童センター　学習室
内容：
離乳食期の食事の与え方、作り方についての講話
講師：大宮区保健センター栄養士

事前に保護者から質問事項
を聞き取り、講話の中に取り
入れていただいた。皆さん熱
心に話を聞いていて、講話終
了後も個別に相談する保護
者が多く、食に関する関心の
高さが伺えた。

企画当初、15組の参加を予
定していたが、感染症拡大
防止のため8組に縮小した。
その上で5組の参加というこ
とで、参加人数や部屋の広
さ、実施時間を検討し、安心
して参加していただくための
取組みを徹底し周知していき
たい。

今年はコロナ対策のため、人
と人との距離を取るようにし
たため、昨年度までのような
交流は持てなかった。

青少年育成
課

対象：地域住民
実施回数：1回
乳幼児37人、
児童10人、
保護者37人、
高齢者1人、
ボランティア4人

実施日：2020年12月26日(土)
場所：天沼児童センター　庭
内容：地域の方々の交流の場となるよう、みんなで一緒
にやきいもを作って食べる。

NPO法人ハンズオン！埼玉
「おとうさんのヤキイモタイ
ム」キャンペーンに応募して
実施した。地域住民やボラン
ティアの方々等のご理解ご
協力のもと、楽しい雰囲気の
中、安全に行うことができ
た。参加者からも「おいしかっ
た」等好評だった。

放課後児童クラブの空き時
間を開放するという事業の性
質上、ポスター等の掲示につ
いては難しい場合がある。

子育て支援
政策課 単独型子育て支

援センター利用
者

実施日：不定期
場所：各子育て支援センター
内容：離乳食教室、ブルーベリー摘み、お芋掘り、里芋
堀など各支援センターで内容を決定し実施

・単独型子育て支援センター
１０か所すべてで、育児相談
（食事・栄養に関する相談を
含む）を実施した。
・食への関心を高める体験を
する機会を設けることができ
た。

畑を持つなど、それぞれの支
援センターの特徴を生かした
講座やイベントを引き続き実
施する。

子育て支援
政策課 のびのびルーム

利用者

実施日：不定期
場所：各のびのびルーム
内容：食育に関する情報の配布、掲示

例年は離乳食や幼児向けの食
育に関する冊子やチラシの配
布、ポスター等の掲示の依頼が
あった際に、0～2歳児までの親
子が利用する「単独型子育て支
援センター」や「のびのびルー
ム」で配布・掲示協力していた
が、令和２年度は依頼が無かっ
たため、掲示等の協力は行わな
かった。

地域保健支
援課 対象：健康づくり

協力店指定店舗
84店舗

実施日：通年
場所：さいたま市内
内容：　新規指定、指定店舗巡回、状況確認アンケー
ト、ポスター作成、市ウェブサイト・ポスターによる情報
発信等

・指定店舗が19店舗増加(新規
指定23店舗、辞退4店舗)し、市
民に健康情報を発信する機会が
増えた。
・新たに健康づくり協力店を紹介
するポスターを作成し、各区保
健センターに掲示した。
・市ウェブサイトとポスターを通し
て本事業を広く周知したことで、
指定店舗のPRにつながった。

・指定店舗がバランスメニューの
提供や健康情報の発信を適切
に実施できるよう支援する必要
がある。
・健康づくり協力店を利用する市
民を増やすため、健康づくり協力
店のPRを引き続き行う必要があ
る。
・市民の健康づくりのための食
環境を整備するため、指定店舗
数を増やす必要がある。

昨年度までは予約不要としていたが、今年度
についてはコロナ対策として予約制とした。
事前にチラシを施設近隣へポスティングした
ことで、コロナ禍の実施ではあったがご理解
をいただき、予約は2～3日の内にいっぱいに
なった。当日はコロナ対策もあり参加者同士
の交流はあまり持てなかったが、職員は従来
よりも見守り中心としたことで、参加者主体で
行うことができた。

たより、チラシを設置、ポスターを掲示し、２
組の参加があった。消毒、換気を徹底し、フ
ロアマットを用いて所定の場所を作ることに
よって、参加者同士の距離を保った。講師も
マスクとフェイスガードを着用し、対策を取っ
てくれた。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

取組の様子など

【文蔵児童セ
ンター】
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児
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協働 ○ （継続） ― ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

【与野本町児
童センター】
離乳食講座
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

【向原児童セ
ンター】親子
であそぼう0
才「食育講
話」
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協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ○

【大戸児童セ
ンター】
ハイハイサロ
ン「離乳食講
話」
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協働 （継続） ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

【大久保東児
童センター】
栄養士によ
る講話
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

【仲本児童セ
ンター】
仲本ファーム
プチトマト栽
培
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協働 ― （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

・今回、成長過程を記録し、館内
掲示したが、赤い実になるところ
で記録を終えた。植物が枯れて
しまうところまで記録し、植物の
生きた過程も利用者に伝えた
い。
・コロナ禍でも対策を考慮したう
えで、子どもたちが収穫できるよ
う工夫したい。

青少年育成
課 対象：利用者全

般

実施日：2020年5月～7月
場所：仲本児童センター・仲本荘玄関前
内容：プランターで栽培したプチトマトの成長を見守り、
収穫する。

・玄関前で栽培したため、多くの
利用者が成長過程を見ることが
できた。また、成長過程を館内掲
示したことにより、収穫後も利用
者が成長過程を見ることができ
た。
・毎年、乳幼児親子・児童が収穫
しているが、今年度は、新型コロ
ナウイルス感染防止のため職員
が収穫した。

参加者全員が保健センター
での離乳食講座にまだ参加
していなかったこともあり、児
童センターでの講座の必要
性も強く感じられた。

青少年育成
課

対象：乳幼児とそ
の保護者
①乳幼児7名、保
護者7名
②乳幼児7名、保
護者8名

実施日：①2020年9月2日（水）②2020年11月26日（木）
場所：大久保東児童センター
内容：保健センターの栄養士を講師とし、離乳食やバラ
ンスのいい食事についての講話、利用者からの質疑応
答、悩み相談など

離乳食やバランスのいい食
事についての講話を聞き、食
育についての理解が深めら
れた。また個別相談を行うな
ど、利用者が日ごろ悩んでる
ことが解決された。

乳幼児とその保護者が参加
する事業内で行うので、乳幼
児が講話中に飽きていしまう
ことへの対応

青少年育成
課

対象：乳児と保
護者

参加人数：
①5人（5組）
②中止

実施日：①2020年10月29日（木）②2021年2月4日（木）
中止
場所：大戸児童センター
内容：中央区保健センター管理栄養士による講話や個
別相談

利用制限中のため少ない定員で
あったが、4～10ヶ月の乳児親子
の参加で離乳食について、初
期・中期・完了期まで幅広い講
話内容であった。質疑応答の時
間だけでなく終了後も質問が絶
えず、保護者の離乳食に対する
関心の高さがうかがえた。

青少年育成
課

対象：乳幼児とそ
の保護者
実施回数：2回
参加人数：
①親子3組
（乳幼児3人、保
護者3人）
②参加人数0人

実施日：
①2020年10月21日（水）
②2021年1月22日（水）中止
場所：与野本町児童センター
内容：栄養士による離乳食・幼児食についての講話

コロナ感染拡大予防のため
定員を少なくして実施。冊子
やパンフレット等をとおして、
講話をしていただいた。保護
者からの質問も多かったが、
丁寧に対応してくださり、知
識を深めることができた。2回
目は、緊急事態宣言のため
中止となった。

多くの人に知っていただくた
めに、広報の時期や方法に
ついて検討していく。

青少年育成
課

対象：０歳児とそ
の保護者
1回開催（2回予
定）
参加人数：
乳児3人保護者3
人

実施日：2020年9月15日(火)
場所：向原児童センター遊戯室
内容：中央区保健センター栄養士による食育（離乳食に
関する）講話
（緊急事態宣言により、1月27日（火）中止）

コロナ禍のため、要予約・定
員制での実施となり、参加者
は少なかったが、質問をした
り真剣な様子で参加されてい
た。コロナにより母同士の交
流の場が少ない中、育児の
悩みを共有し、相談できる機
会となったようだ。

例年0歳児親子対象の事業
であるが、今回申込制とした
ことで、１歳児母親のニーズ
にも対応できた。

保護者同士が自分の悩みや
心配事を気軽に話せる場が
必要。次年度も引き続き実施
していく。

青少年育成
課

対象：乳幼児親
子
参加人数：
①幼児13人、
保護者12人
②幼児13人、
保護者13人

実施日：
①2020年9月15日(火)
②2020年10月15日(木）
場所：文蔵児童センター
内容：乳幼児期の食について理解を深める。南区保健
センターの栄養士による食育講座と食に関する相談役
を行う。また個別相談も行う。

栄養士による食育講座として
講話を実施。質問が多く寄せ
られる内容を中心に行った。月
齢を分けて実施したので、講
話が終わった後も、情報交換
しながら過ごされ、同じような
悩みを共有したり、我が子の
実践例を他の保護者に伝えた
りする姿が見られた。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

取組の様子など

【尾間木児童
センター】
家族でじゃが
いも作り体験
尾間木公民
館共催事業

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
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食
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児
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協働 ○ （新規） ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○

保育園での
食育
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食

食
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バ
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ン
ス
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食

行
儀
作
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食
の
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・
食
中
毒

食
品
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示

食
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備
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感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
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料
理
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児
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食だよりの発
行

朝
食

食
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活

バ
ラ
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ス
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食
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作
法
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の
安
全
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食
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食
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児
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期
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l

協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公立保育園
併設型子育
て支援セン
ター（4園）お
よび子育て
談話室での
食育

朝
食

食
生
活

バ
ラ
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ス
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食
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作
法

食
の
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全
・
食
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毒

食
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示
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児
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期
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育なびに
て保育施設
における食
育活動の発
信
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食

食
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活
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の
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児
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育なびに
て保育施設
における給
食献立の発
信

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
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食
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

青少年育成
課

対象：幼児と
小学生と
その保護者
実施回数：1回

日程：①2021年3月27日（土）
場所：尾間木公園近くの公園
内容：種いもの植え付け

種芋から植えることが初めて
の参加者が多く、親子で協力
をして植えていた。自分のエ
リアの目印にオリジナルの看
板を作って、次回への楽しみ
に繋げていた。

コロナ禍での開催であったた
め、参加者同士の交流は積
極的にもつことはなかった
が、その分家族での会話が
はずんでいた。

今後も継続して発信してい
く。

保育課 対象：食育なび
の閲覧者

実施回数：4事例

場所：食育なび上へ掲載
内容：市内の保育施設で提供してる給食献立レシピの
紹介

食育なびで発信することによ
り、保護者を始めとして、保
育施設の人気メニューなどを
発信することができた。

1回に参加できる人数に限り
があり、もれなく参加してもら
うために実施回数の検討が
必要。

保育課

対象：市内の保
育施設、食育な
びの閲覧者

実施回数：13事
例

場所：食育なび上へ掲載
内容：市内の保育施設で行っている食育の取組、食物
アレルギー研修の紹介

各園に直接出向いて食育を
行うことが難しいことを受け、
園での取り組みを食育なび
で積極的に発信した。これに
より、保護者を始めとして、
園で行っている食育活動の
発信ができた。

今後も継続して発信してい
く。

保育課

対象：公立保育
園併設型支援セ
ンター、公立保育
園子育て談話室
の利用者
実施回数：6事例

場所：公立保育園併設型支援センター(日進保育園、大
砂土保育園、与野本町保育園、西町保育園)、公立保
育園子育て談話室(大谷場保育園)
内容：乳幼児期の食生活についての講話、個別相談等

公立保育園の給食を媒体に、食
に関する情報を発信することが
できた。1回あたりの参加数を少
なくし、1人1人の栄養相談の時
間をしっかり設けることができ
た。
また、参加できなかった方にも当
日の資料を配布したり、参加者
からの質問内容を共有すること
で情報を発信することができた。

園児向けの食育に比べて、
保護者向けの食育の機会が
少ないため、検討が必要。

保育課

対象：公立保育
園の保護者、食
育なびの閲覧者

実施回数：年6回
発行

場所：公立保育園へ通う児童の保護者へ配布、食育な
び上へ掲載
内容：季節ごとの食に関する情報発信、栄養・食育・衛
生・食物アレルギーについての情報発信等

保育課栄養士より、公立保
育園の保護者へ食に関する
様々な情報を発信することが
できた。
また、食育なびへ掲載するこ
とでより広く発信することが
期待できる。

保育課栄養士が主導となり
発信する内容を決めている
が、保育園や保護者の知り
たい内容を発信できるとよ
い。

保育課

対象：公立保育
園に通う児童、そ
の保護者

実施回数：76事
例

場所：各公立保育園
内容：
・公立保育園が食育年間計画を作成し、保育士等が実
施した食育が61事例。保育課栄養士が公立保育園に
出向いて実施した園児向けの食育が15事例。
・給食で提供している献立のレシピを作成し、配布。（主
菜のレシピ33種類）

各園で作成した食育年間計画を
基に、子どもの月齢や発達に応
じた食育を実践することができ
た。
また、保護者向けに作成した給
食の人気レシピを配布を行い、
家庭の食に対する興味関心を高
めることができた。

米粉の
あさり入りチヂミ

「夏野菜と子どもたちと三橋保育園ファーム 」

子育て支援センターでの食育の様子

令和2年度に発行した食だよりの内容
・春号：公立保育園の給食、食育、旬の食材と行
事食の紹介
・臨時号①：食中毒予防、手洗いの仕方について
・臨時号②：地産地消について
・夏号：家庭でできる脱水症予防、夏におすすめの
レシピの紹介
・秋号：朝ごはんの働き、シェフ給食の紹介
・冬号：免疫力を高める栄養素、さいたま市の食育
目標

食育イベント「ドレッシング作り体験」の様子
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

取組の様子など

食物アレル
ギー研修会
及び講演会
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食
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活
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協働 ― （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

九都県市首
脳会議廃棄
物問題検討
委員会
３Ｒ普及促進
事業

朝
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活
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協働 ○ （継続） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Saitama
Sunday Soup
（あまった食材、
スープにしちゃ
おう！日曜日は
食べつくスー
プ！）

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ○ （継続） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
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協働 ― （新規） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童体験農
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資源循環政
策課

-

農業政策課 対象：市内小学
校の小学５年生
（指扇小学校）

場所：指扇小学校
内容：小学生を対象に田植え・稲刈り体験を実施する予
定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止とした。体験の代わりに、田植え・稲刈りの写真を
授業で取り上げ、収穫したお米を児童たちへ提供した。

生産過程を知ることで、食の
大切さを学ぶことが出来た。
農業後継者対策推進協議会
事業として実施している。

実施日：令和2年4月～

内容：食減ロス削減に取り組む企業と市が協働で食品
ロス削減を推進するチームを結成。市では企業の取組
の紹介等を実施。
令和2年10月から11月まで、企業の取組を紹介するとと
もにアンケートに答えて参加企業の商品等が抽選で当
たるキャンペーンを実施。1,811件の応募があった。

令和3年2月末現在で２４の
事業者が参加。市ホーム
ページを通じ、広く市民に周
知している。
キャンペーンのアンケートで
は事業者の取組をこのキャ
ンペーンを通じて初めて知っ
たとの声も多く見られた。

事業者の取組についてより
多くの市民に周知できるよ
う、PRを強化していく必要が
ある。

参加学校数が伸び悩んでい
る。

環境創造政
策課

夏
7,956人

冬
7,591人

夏と冬の年２回、ある１日を省エネ・省資源など環境に
配慮して過ごし、その成果を二酸化炭素の排出削減量
で把握する取組で、環境配慮のきっかけ作りを目的とし
ている。取組項目には、「食べ残しをしない」「野菜は旬
なものを選ぶ」といった、食育推進に関連する内容が含
まれており、市立小中学校の児童・生徒・市職員やその
家族などに取り組んでもらった。

取組期間　　夏６月～９月　　冬１２月～３月

環境に配慮していただく中
で、食育の推進についても取
り組んでもらうことができた。

参加者を増やすため、一人
ひとりの行動が地球温暖化
防止につながるという本取組
の趣旨を周知し、参加を促し
ていく。

イベントが開催しづらい状況
下でもいっそう多くの市民に
周知できるよう、ＰＲの方法を
さらに工夫していく必要があ
る。

資源循環政
策課

-

実施日：令和２年4月～
内容：食品ロス削減を呼びかけるため、パンフレット・動画を作
成。食品ロス削減につながる「買い方」と「冷蔵庫整理術」を紹
介したほか、あまった食材は日曜日にスープにして食べつくそ
う、ということを、レシピとともに提案している。インスタグラムな
どにもレシピを掲載中。
　また、令和２年10月から11月まで、インスタグラムに食べつく
スープの写真を投稿するとプレゼントが当たるキャンペーンを
実施。期間中489件の投稿があった。

　パンフレットはイベント等で配
布するほか各区の情報公開コー
ナーにも配置しており、おおむね
好評を得ている。
　またインスタグラム等を活用す
ることで双方向での啓発活動を
行うことができた。アンケートで
は「食品ロス削減を考える機会
になった」といった声が寄せられ
た。

　インスタグラムでは市民等
から投稿のあったレシピも掲
載している。さらなる投稿増
加のためにも、いっそうのＰＲ
が必要である。

資源循環政
策課 対象：九都県市

域内住民

実施日：令和2年４月～
場所：九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、川
崎市、横浜市、千葉市、さいたま市、相模原市）域内
内容：食品ロス削減を含む省資源化を行う企業を支援す
る、「チャレンジ省資源宣言」を実施。ホームページで企業
の取組等を紹介している。また、令和２年10月から11月ま
で宣言企業の商品が当たるキャンペーンを実施。
そのほか、令和2年10月の食品ロス削減月間に合わせ、ト
レインチャンネルや九都県市内のデジタルサイネージで啓
発動画（令和元年度作成）を放映。

例年普及啓発活動を行って
いたイベントが中止となる
中、ホームページやトレイン
チャンネル等を活用し、広く
周知することができた。

保育課

○エピペン研修
実施回数：9回
対象：市内保育施
設の職員
○新任職員食物ア
レルギー研修会
対象：市内保育施
設の新任等聴講歴
の無い職員
参加者数：163名

○エピペン研修会
場所：アナフィラキシー児やエピペン預かり児が在園している
保育施設
内容：アレルギー対応についての講話、エピペン使用方法の
デモンストレーション
○新任職員食物アレルギー研修会
実施日：①11月19日（木）②12月3日（木）
場所：①浦和コミュニティセンター②プラザノース
内容：「食べて治す！子どもの食物アレルギー」研修
（講師：さいたま市民医療センター　小児科　診療部長
西本　創氏）

エピペン研修会は、食物アレル
ギーについての講話とエピペン
使用時の流れを確認すること
で、基本的な知識の習得を図る
ことができた。
また、研修会は規模を縮小し、
対象を新任等聴講歴の無い職
員とすることで、正しい知識を施
設で共有することにつながった。

感染症拡大防止のため、実
技講習を行うことが難しく、方
法について検討が必要。
また、令和２年度は規模を縮
小し、参加人数を制限したた
め開催の方法について検討
が必要。

新任職員食物アレルギー研修会の様子
（座席の間隔をあけて実施）
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
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保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：積極的支
援対象者

回数等は区に
よって異なる。

実施日：区によって異なる
場所：各区保健センター
内容：生活習慣改善の自主的な取り組みのため、行動
目標を立て、3か月以上の支援を行う。乱れた食生活を
改善し、内臓脂肪の減少のために1日にどの位のエネ
ルギーが必要なのかを知り、朝食の大切さ、3食バラン
スよく取ることを食事バランスガイドなどを活用して支援
していく。

実績評価時の栄養・食生活
の状況は、7割以上が改善し
ていた。特定保健指導を受
けた方は、食生活の見直し
について認識できたと考えら
れる。

農業政策課
－

実施日：－
場所：－
内容：消費者ニーズに対応した「欲しいものをつくる」
ニーズ対応型農業を支援するため、地元業者と連携を
とり、ホップの試験栽培を行った。

少量ながら、地元業者にさい
たま市産ホップを納入した。

生産量が少なく供給が難し
い。

農業政策課
－

実施日：－
場所：－
内容：さいたま市内には、くわい・紅赤・さといも・小松
菜・チコリー・木の芽など特色ある農産物が多く生産さ
れており、花や植木の生産も盛んである。これらの農産
物自身をＰＲするとともに、加工品の開発・商品化を行
い、市内農産物の生産振興とその販路拡大を図った。

紅赤の商品化を行ってくれる
店舗の新規開拓や農産物の
庁内外でのPR活動を行い、
特産品の認知度向上に貢献
できた。

加工品の原料の供給が不安
定である。

農業政策課
－

実施日：－
場所：－
内容：農業情報を掲載した冊子の作成（23,000部）、配
布を行った。

市内農業の市民へのＰＲに
努めるとともに、地産地消の
推進を図った。

配布場所を工夫する等、冊
子のより効果的な利用方法
を検討する必要がある。

農業政策課
－

実施日：―
場所：西区
内容：生産者の減農薬・減肥料栽培を支援し、カバーク
ロップを用いた栽培や農薬・化学肥料の使用を慣行の5
割以下に減らした栽培など、環境保全型農業を中心と
した米づくりを推進した。

減農薬・減肥料で環境負荷
の小さい米作りを推進でき
た。

レンゲなど種苗、資材が高騰
し、実施者から事業継続を危
ぶむ声がある。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業 対象：食生活改

善推進員
場所：各区
内容：各区の状況に応じた、食生活改善推進員の育
成。

地区活動等が円滑に進むよ
う、各区の状況に合わせた
支援（研修会の開催や活動
へのアドバイス等）を行った。
支援を通して、地域における
食を通じた健康づくりを進め
ている。新型コロナウイルス
感染予防のため調理実習は
行わず、講義のみ。

食事バランスガイドの理解を
深め、実践できる会員を増や
していくことをテーマに、会員
一人一人の質の向上と、会
員数の増加を引き続き目指
す。新しい生活様式を踏まえ
て、講義等実施する必要あ
り。

受講者数を増やすため、健
診後、対象者が特定保健指
導に繋がるような働きかけが
必要である。また、より分か
りやすく、取り組みやすい資
料を用いた説明や教育を取
り入れることでより改善につ
なげていく。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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西区保健セ
ンター

対象：40歳～74
歳の区民
実施回数：1回
参加者数：7人

実施日：10月29日(木)
場所：西区役所保健センター
内容：健康に関する講話、体組成測定

内容を変更しての実施となっ
たが、アンケート結果より、
「生活習慣を見直すきっかけ
になった」と回答した人の割
合は100%であったことから、
本教室は参加者の意識づけ
に繋がったと考える。

参加者の教室参加後の行動
変容状況について把握する
必要がある。

西区保健セ
ンター

対象：区内在住
の小学生とその
保護者
実施回数：1回
参加者数：12人

実施日：10月18日(日)
場所：西区役所保健センター
内容：西区のお米農家さんの講話、お米クイズ

内容を変更しての実施となったが、
参加者の満足度は、「満足」60%、
「やや満足」40%と概ね好評であっ
た。また、お米農家さんから米作り
の工程や都市型農業の課題等、普
段伺うことのできない講話を直接聴
くことができたことから、生産者に対
する感謝の気持ちの醸成や市内の
農産物等の利用について関心が高
まり、参加者の食生活を見直すきっ
かけになったと推察される。

テーマや開催時期など検討
する必要がある。

西区保健セ
ンター 対象：区役所来

庁者

実施日：6月、9月、10月
場所：西区役所保健センター
内容：
6月「確かな目を持って食べる」をテーマに掲示とリーフ
レットの配布
9月「食生活改善普及運動」に関する掲示とリーフレット
の配布
10月「朝ごはんを食べよう」をテーマに掲示とリーフレッ
トの配布

保健センター利用者の他、区
役所来庁者も気軽に足を止
めて掲示を見ている姿が多
数見受けられた。また、市民
が持ち帰れるよう資料を設置
しており、閲覧利用だけでは
なく、啓発資料が市民の手に
渡り活用されていると考え
る。

時宜にかなったテーマや区
民に関心を持っていただける
ようなテーマを設定する必要
がある。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：主に初妊
婦とその夫
回数等は区に
よって異なる。

実施日については区によって異なる。
場所：各区保健センター
妊娠中の食生活の留意点についての講義を実施。

・各区の現状に応じて実施を
している。

・区、月によって参加状況に
差がある。新型コロナウイル
ス感染予防を行い、各区の
現状にあった内容になるよう
に、見直しを行っていく。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業

対象：４～５か月
児の保護者

各区定員２０～３
８人

実施：区の状況に合わせて実施
場所：各区役所保健センター
内容：離乳食の進め方の講義と形状見本の提示等

安心して離乳食をすすめら
れるよう、形状見本の提示等
を交えて教室を実施。
新型コロナウイルス感染症
の影響で教室が実施できな
かった期間があったため、教
室の動画を作成し、公開し
た。

保健ｾﾝﾀｰ
共通事業 区によって異な

る。
区の状況に合わせて実施した。

・各区において実績評価、改
善をしている。

第３次さいたま市食育推進
計画の推進を図る。

新しい生活様式に合わせて
内容・定員を変更。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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協働の有無
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対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

取組の様子など

北区健康づく
り階段クイズ
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大宮区
保健セン
ター

対象：大宮区役
所来庁者

3回開催

実施日：6月食育月間内（令和2年6月11日～30日）、
　　　　　8月食品衛生月間（令和2年8月3日～31日）、
　　　　　10月朝ごはんを食べよう強化月間
　　　　　　　　　　　　　（令和2年10月1日～30日）
場所：保健センター掲示コーナー
内容：ポスターや掲示物での啓発、パンフレットの配布

保健センターの入口外側に
リーフレットラックを設置し、
市民の目に触れる機会を増
やす工夫をした。

保健センターの入口外側に
設置できるリーフレットや掲
示物にも限りがあるため、よ
り区民に関心を持ってもらえ
るようなテーマの掲示物や配
布するリーフレットの選択が
必要である。

対象：区内在住
の2歳から6歳児
（未就学児）とそ
の保護者

1回開催
3組

北区役所保
健センター

対象：北区役所
来庁者

実施日：：①6月②9月③12月④3月

場所：北区役所東側階段

内容：①朝食②減塩③野菜摂取④バランスの良い食事
各テーマに関するクイズの問題・解答の掲示、関連する
リーフレット、保健センター健康づくり事業一覧表の配置

階段を利用している市民に
対し、食の情報を発信するこ
とで健康に対する意識を高
めるきっかけづくりを行うこと
が出来た。

どのように意識変化をもたら
しているか等の効果測定が
難しい点が課題として挙げら
れる。

北区役所保
健センター

対象：区内在住
の乳児とその保
護者

1２人

実施日：令和２年10月22日（木）

場所：北区役所保健センター

内容：講義：口腔ケア（口腔チェック（保護者のみ）・とり
わけ離乳食（試食見本提示）

定員数を超える申し込みが
あり1歳未満児の保護者（若
い世代）に普及啓発ができ
た。
内容も今後役立ったとの回
答が多数あり、参加者の満
足度の高さがうかがえた。

可能な範囲で定員数の増加や、
実習等を実施していく必要があ
る。

コロナ禍の中、場所をステラ
タウンから北区役所に変更
し、区役所利用者に対して健
康に関する普及啓発を行うこ
とができた。

新型コロナウイルス感染症の発
生状況を注視し、新しい生活様
式を踏まえた幅広い世代の区民
に対して食育推進を目的とした
普及啓発を実施する必要があ
る。

大宮区
保健セン
ター

実施日：令和2年12月2日(水)

場所：保健センター

内容：紙芝居を用いた管理栄養士の講話「確かな目を
もって食べるために」、食に関するクイズ・ゲーム、野菜
スタンプ

教室後アンケートでは「教室
の内容を家庭でも取り組んで
みようと思うか」の問いに、参
加者全員が「思う」と回答し
た。
「野菜スタンプを家庭でも
やってみたい」「家族みんな
で食育に取り組めそう」「楽し
く学べた」と好評をいただい
た。

区内児童センター、子育て支
援センター、幼稚園、図書館
にちらしの配布を依頼した
が、参加者が増えなかった。
より多くの区民に事業の周知
ができるPR方法の検討が必
要である。
また、調理実習以外の方法
で食育を推進していく工夫を
検討する必要がある。

北区役所保
健センター

対象：北区役所
来庁者
4日間開催
合計：112名

実施日：令和2年9月1日（火）、9月2日（水）、9月3日
（木）、9月4日（金）
場所：北区役所1階　多目的室
内容：健康に関する展示（糖尿病予防の食事、朝ごは
んの必要性等）

大宮区
保健セン
ター

対象：区内在住
の4歳から6歳児
（未就学児）の保
護者

1回開催予定だっ
たが、開催せず
0人

実施日：令和2年7月29日（水）
場所：保健センター
内容：
管理栄養士による講話「栄養バランスよく食べるために
は」、「野菜と仲良くなる工夫」
歯科衛生士による講話「むし歯を予防しましょう」

保護者を対象とし、内容を講
義のみとして参加者を募集を
したが、参加希望者が集まら
ず、開催できなかった。

内容が講義のみでは参加者
を集めるのが困難であった。
調理実習以外の食体験を検
討する必要がある。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度
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桜区民のため
の健康講座　糖
尿病予防講座
⇒名称変更：さ
くらカレッジ～糖
尿病予防教室
～
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対象：区内在住
の40～74歳の方
参加者：４人
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・感染予防対策の為、試食中
止し見本提示とした。
・新しい生活様式に基づき新
型コロナウイルス感染予防を
行い今年度と同様教室を実
施していく。

参加者が少なく、集客方法が
課題である。

緑区保健セ
ンター

対象：緑区在住
の18～64歳

10人

実施日：11月30日（月）
場所：緑区保健センター
内容：保健師講義「運動と代謝について」
運動講義・実技「お腹周りの筋肉を使うエクササイズ」
栄養士講義「バランスの良い食事」、調理見本提示
体組成測定

アンケート結果より、教室の
満足度・理解度が高く、今後
改善できそうなこと・家で続
けたいことも意見が多く上
がっていた。

桜区
保健ｾﾝﾀｰ

日程：8月31日
場所：桜区役所保健センター
内容：血管を若く保つための食事（講義）
　　　血管年齢測定
　　　測定結果、糖尿病総論

アンケート結果より、実施内
容は好評であった。

南区保健セ
ンター

対象：（親子編）南
区在住の小学生と
その保護者1人、
（大人編）南区在住
の20～40歳代の方
実施回数：各1回
参加者数：（親子
編）4組8人、（大人
編）2人

実施日：（親子編）令和2年9月12日（木）
　　　　 　（大人編）令和2年9月18日（日）
場所：南区役所保健センター
内容：パッククッキングについてのお話、防災・被災時の
対応（歯とお口の健康）についてのお話、ミニ講話（朝食
摂食、がんについて）、体組成測定

今年度より災害対策と関連さ
せ、パッククッキングをテーマ
に教室を実施。朝食摂食等
に関する講話も行った。アン
ケート結果では、親全員から
「自身の生活習慣を見直す
きっかけとなった」と回答を得
られた。

次年度も同内容で実施予
定。周知方法を従来のもの
に加え、給食だよりへの掲載
を依頼する。

今後も対象者の反応をとらえ
ながら、区民に広く啓発でき
るよう工夫をしていく。

見沼区保健
センター 対象：見沼区役

所来所者

実施日：通年
場所：見沼区役所ロビー・保健センター前
内容：6月の食育月間、10月の朝ごはんを食べよう強化
月間を始め、月ごとにテーマを決め、食に関する情報を
掲示し、パンフレットを配布。

6月は「家庭でできる親子クッ
キングのレシピ」、9月・10月
は「食育しおり」を作成し、パ
ンフレット等とともにパッケー
ジして配布した。パンフレット
のみよりも区民が手にとるこ
とが多く、広く市民に啓発が
できた。

見沼区保健
センター

対象：区内在住
の30～64歳以下
の方・特定保健
指導「積極的支
援」の方
（医師から運動
制限指示がない
方）
参加者数：4人

2日間1コース制から1日のみに変更されたが、緊急事
態宣言発令で中止。申し込み者のうち希望者には3日
間の食事記録を提出してもらい、甘党パーソナル栄養
チェックとして栄養計算結果とワンポイントアドバイスを
返信した。

参加者が食事記録に取り組
み、栄養計算結果とワンポイ
ントアドバイスを受けとること
で、食生活を見直すきっかけ
になったと考えられる。

中央区保健
センター

対象：学齢期の
子どもとその父
親

参加者数：8組19
人

実施日：2020年8月30日（日）
場所：中央区役所保健センター
内容：朝ごはんについての講義、清涼飲料水の砂糖と
口腔の健康についての講義および調理実験

参加者のアンケート結果より、教
室が児の食に対する関心を高め
る内容であったかの問いに関し
ては、「思う」「どちらかといえば
思う」が合わせて100％となった。
また、親子で食生活を振り返る、
きっかけづくりになったかという
問に対しても、参加者全員が食
生活を振り返るきっかけづくりに
なったと回答した。

アンケート自由記載欄に、親
子での実習を行いたい意見
が見られたため、新しい生活
様式に配慮しての親子実習
を取り入れていきたい。

感染症拡大防止対策を徹底
して、効果的な教室を実施し
てく方法を検討していく必要
がある。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度
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本取組が、地場産物活用に
つながってはいるが、さらな
る活用拡大のためには、今
後も取組を継続していく必要
がある。

健康教育課
①彩の国ふるさと学
校給食月間の実施
　対象：児童生徒

②地元生産者との情
報交換会

①彩の国ふるさと学校給食月間の実施
　実施日：１１月
　場所：市立小・中・中等・特別支援学校
　内容：埼玉県産、さいたま市産の食材の使用

②地元生産者との情報交換会（中止）

①令和２年度の地場産物活
用率は、28.8％であった。

②新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため中止し
た。

岩槻区保健
センター 対象：岩槻区役

所来庁者

実施日：①6月　②9月　③10月
場所：岩槻区役所3階保健センター掲示ブース
内容：①第3次食育推進計画について（確かな目をもっ
てたべる）
②野菜、牛乳・乳製品の摂取について
③朝食摂取について
各内容について、来庁者向けにポスターを掲示、リーフ
レットの配布を実施

利用する区民の多い3階に
情報を掲示することで、保健
センター来庁者以外へも食
育や健康づくりへの知識の
普及啓発ができた。

引き続きテーマや内容を変
えながら、来場者の目を引く
展示内容を検討し、啓発を
行っていく。

より生活習慣病予防に重点
をおいた運動の内容に変更
し、事業を継続する。

健康教育課
対象：
児童生徒、教職
員

４９校

実施日：給食実施日
場所：市立小・中・特別支援学校
内容：地元のシェフと連携を図り、学校給食を実施

他の国の料理や地場産物の
理解が深まり、児童生徒の
食への関心が高まった。

・実施校は希望によるものな
ので、より多くの児童生徒が
触れる機会が設けられるよう
に検討していく。

岩槻区保健
センター

対象：区内在住
の20～64歳の方

2回/年

①中止、②7人

実施日：①6月17日（水）中止　②10月30日（金）
場所：岩槻区役所保健センター
内容：ピラティスの実技、体組成測定、健康についての
講話（脂質のとり方）

30，40代の参加が多く、若い
世代に向けた啓発を行うこと
ができた。アンケート結果か
らも、全ての参加者が健康に
ついて考えるきっかけになっ
たと回答していた。

岩槻区保健
センター

対象：①小学1～
4年生とその保護
者
②小学生とその
保護者

①中止
②7人

日程：①6月7日（日）中止　　②12月6日（日）
場所：①岩槻駅東口コミュニティセンター②岩槻区役所
保健センター
内容：①かけっこの達人
②野菜ソムリエに学ぶ！親子でつくるカフェランチ
地元の野菜ソムリエより講話、調理デモンストレーション

アンケート結果より、参加者
の満足度は高く、「今日の内
容を日常生活で実践できそう
か」を尋ねた問いについて
は、「実践しようと思う」と答え
た割合が100％であった。

緑区保健セ
ンター

対象：緑区在住
の0歳児の保護
者

4人

実施日：9月9日（水）
場所：緑区保健センター
内容：歯科医師による保護者の口腔チェック
歯科衛生士講義「口腔ケア」、
栄養士講義「とりわけ離乳食」、調理見本提示

アンケート結果より、保護者
の口腔ケアについて理解度
が高かった。また、紹介した
献立やとりわけ離乳食につ
いて実践してみようと思った
と回答した者は半数以上で
あった。

・感染予防対策の為、児の参
加不可、試食中止し見本提
示とした。
・定員に満たなかったため、
感染予防対策を徹底し児の
参加を選択制にするなど検
討する。

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、人数を制
限し、調理実習をデモンスト
レーションに変更した。実習
を伴わなくても効果的な教育
方法について検討していく必
要がある。
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生活習慣病
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受診率が年々減少傾向のた
め、受診者数を増やす工夫
が必要。

同日に、同じ市内産の食材
を、全校が使用するだけの
量を安定した品質で確保で
きるようにする必要がある。

健康教育課 対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校　児
童生徒、教職員

児童生徒の食に関する関心
を高めることができた。

参加者に肥満度の減少が見
られた。

健康教育課 対象：腹囲身長
比0.5以上かつ肥
満度35％以上の
小１～小４、中１

実施日：随時
内容：学校において栄養士、養護教諭等による個別指
導

健康教育課 対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校　教
職員

場所：桜区、南区、岩槻区
　　　　大久保小学校（H30,R1,R2年度）
　　　　新和小学校（R1,R2,R3年度）
　　　　大谷場東小学校（R2,R3,R4年度）
内容：市立小・中学校の希望による委嘱校が食育の推
進に取り組み、３年目に研究発表を実施

実施日：令和2年11月20日（金）
場所：市立各小・中・中等教育・特別支援学校
内容：教育委員会、学校栄養士会、シェフクラブ
SAITAMAが協力してさいたま市内産物を使用した献立
を考案し、同じ日に同じ献立内容で提供した。

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、紙上発表
になったが、市立学校におけ
る食育について理解を深め、
食育の推進を図ることができ
た。

健康教育課

対象：児童生徒、
教職員

小104校
中57校
中等１校
特支2校

場所：市立小・中・中等教育・特別支援学校
内容：農業体験活動

校庭改修工事のため、１校
実施できなかったが、１校を
除く市立小・中・中等教育・特
別支援学校では実施でき
た。
農業体験活動を通して、食物
や生産者の方への感謝の気
持ちを育むことができた。

授業時間の確保、学校への
周知方法が課題である。

健康教育課 対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校　教
職員

実施日：令和３年１月
場所：各学校
内容：学校における食育について、動画視聴による研
修を実施

繰り返し視聴が可能なため、
学校における食育の大切さ
や学校給食の担う役割など
について理解を深められた。

対象者が、教職員、保護者、
市民と幅広いため、感染症
防止対策が課題である。

健康教育課

対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校　教
職員、調理業務
委託業者職員

実施日：令和２年8月
内　容：学校給食における衛生管理に関する資料を配
布

学校給食の実態に合わせた
内容なので、日々の調理業
務における衛生管理につい
て、それぞれ見直すことがで
きた。

研究発表会に多くの教職員
が参加できるよう周知を図る
必要がある。

紙面では伝わりにくい内容も
あるので集合型研修を実施
したいが、その場合は感染
症防止対策が課題である。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

Plan Do Check

担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

取組の様子など
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【補足】
市は、市社会福祉協議会に補助を行い、地
区社会福祉協議会が各地区の特色を活かし
て事業を実施している。

P20～27
「令和２年度　公民館事業報告書」のとおり

生涯学習総
合センター

・「すくすく　のびのび　子どもの生活習慣向上」キャンペーンの
実施
・啓発ポスター、リーフレットを作成・配布
・生活習慣向上に関する動画コンテンツの作成・配信
・養護教諭研修会・市ＰＴＡ協議会理事会で説明・啓発
・市報さいたま（８月号）で生活習慣向上の呼びかけ
・中央図書館で生活習慣向上に関する図書展示、ポスター掲
示、リーフレット設置
・生活習慣向上に関連する講座等の講師リストの更新

様々な手段を用い、児童生
徒の生活習慣向上を保護者
や学校、一般市民に広く周
知・啓発することができた。

対象：市内転入
者

実施日：2020年4月～2021年3月
場所：各区区民課、支所窓口
内容：市内転入者に対し、『さいたま市防災ガイドブッ
ク』を配布。

家庭での食料や飲料水の備
蓄について、市民への周知
を行うことが出来た。

新型コロナウイルス感染症
の影響により、自粛生活を余
儀なくされた子どもたちの生
活リズムの乱れなどが懸念
されているため、引き続き
キャンペーンを実施し、学校・
家庭・地域へ啓発していく。

新型コロナウイルスの影響で
ほとんど実施できなかった。
実施の場合も、会食ではなく
食事の持ち帰り対応などと
なった。

高齢福祉課
対象：70歳以上の
ひとり暮らしの市民
実施回数：21回
参加者数等：延574
人

実施日：実施団体により異なる。

場所：公民館等

内容：70歳以上のひとり暮らしの方との交流を深めるた
め、ボランティアの協力により公民館等で会食会を行
う。

実施できた場合には、高齢
者の孤独感の解消と健康維
持に資することができた。

必要に応じ、防災ガイドブッ
クの内容の見直しを行う。

高齢福祉課

対象：食事の用意
が困難な単身高齢
者及び高齢者のみ
世帯等

延べ71,576食
延べ4,962人

実施日：週5日（祝日及び12月29日～1月3日を除く）
場所：利用者の各家庭
内容：単身高齢者及び高齢者のみ世帯等を対象に、ボ
ランティア等地域資源を活用して、夕食を宅配する。

令和2年9月～11月に実施した利用
者アンケートでは、食事を届けるボ
ランティアの声掛けについて複数回
答で尋ねたところ、回答者の約５
５％が「安心感がある」、約４８％が
「楽しみにしている」と回答しており、
「もう少し会話があるといい」は約
10％にとどまっている。食事の配達
をきっかけとして、日々の生活の中
での楽しみや、地域でのつながりを
感じていただいているものと考えて
いる。

左記のアンケートでは、食事に
「満足」の方が約42％であり、
「満足」の割合が高いとは言えな
い。民間事業者による配食サー
ビスが充実してきている中で、事
業の位置づけを検討する必要が
ある。食事を届けるボランティア
について、65歳以上の方が中心
となっており、高齢化が進んでい
る。

防災課

生涯学習振
興課

対象：市立小・
中・中等教育・特
別支援学校全児
童生徒（啓発リー
フレット配布）

　キャンペーン
　ロゴ
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令和２年度公民館事業報告書

件数total 総回数
参加延人
数

食育
総回数

98 163 2742 104

区 公民館名
館№
(名簿
順)

-
館内事
業№

事業種別
コード 事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

-
生涯学
習総合
センター

1 - 13 5001
さいたま市民大学　食と健康コース
〔託児付き〕

「学んで実践！賢く食べて健康に
～人生１００年時代の食と健康～」
をテーマに講座を開設

大学教授
企業

1月 2 どなたでも 68 2 ○ ○ ○ ○

西 指扇 2 - 22 1100
e公民館
我が家の味　味噌作り

ふかした豆から作る手作り味噌の作
り方を学ぶ教室

管理栄養士 3月 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 植水 4 - 70 1900 おうちで楽しむクリスマス
クリスマスのフラワーアレンジメント
作りとフランスのクリスマス料理作り
を体験しました。

フランス料理ディプロメ 12月 2 成人の方 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 内野 5 - 85 2520
夏休み子どもHappy公民館
～親子でブルーベリー摘み＆パティ
シエ体験

地元農園の協力によりブルーベー
リーの摘み取りとパティシエ体験し
た。

地元農園パティシエ 8月 1
小学生とその
保護者

10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北 大砂土 6 - 20 1100 そば打ち教室
そば職人に学び、自分でそば打ちを
して、食育を促しました。

そば打ち指導者 12月 1 どなたでも 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北 日進 7 - 6 1001
親の学習事業　なるほど！｢How
To子育て｣(託児付き)

子どもの身体と心の健康づくりを支
援するために、健康や幼児食等の
講話や実技を行いました。連携:市
長部局

管理栄養士、学校コー
ディネーター等

10月 3
1歳～３歳未
満の幼児と親

17 1 ○ ○

北 日進 7 13 1100
野菜ソムリエから学ぶ
大切な人に野菜の魔法を！(託児付
き)

若者対象事業で、健康保持増進の
ために野菜の栄養や料理方法・魅
力など多面的に学びました。

野菜ソムリエ 10月 1
20歳から65歳
未満

9 1 ○ ○ ○ ○

北 植竹 9 - 7 1010 ＢＯＮＳＡＩ学園
介護予防普及啓発事業で、歌・生活
習慣病予防・腸内環境と野菜の摂り
方を学びます。

合唱指導者、演奏者、
落語家　他

8月～1月 6 65歳以上 211 2 ○ ○ ○

北 植竹 9 - 8 1000 わくわく子育てプログラム
子育て中の親同士の交流等を目的
として親子体操、親子ヨガ、等のプ
ログラムを行います。

親子体操指導者、ヨガ
指導者　他

8月～11月 4
就園前の2歳
以上の子と親

18 1 ○ ○ ○ ○

北 植竹 9 - 19 1100
趣味講座
クリスマスハーブ

ハーブティの淹れかたを学ぶと同時
に、食育としてハーブの知識や効果
などを学びます。

ハーブ指導者 12月 1 成人 11 1 ○ ○ ○

大宮 桜木 10 - 9 1900 秋の薬膳料理講座
市民の健康増進を目的とし、食材の
効能を知る機会を提供した。

国際中医薬膳師 9月 1 18歳以上 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 桜木 10 - 19 1000
親の学習事業／さくらんぼ学級／親
子で手打ちうどん作りにチャレン
ジ！！

子育て支援を目的とした、親子でう
どんを作る機会を提供した。

国際中医薬膳師
親の学習ファシリテー
ター

11月 1
小学生とその
保護者

19 1 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮南 11 - 14 1100 初心者のための蕎麦打ち体験教室
そば打ち体験をとおして参加者同士
の交流を図る教室を開催しました。

地元そば屋の店主 11月 1 成人 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育の目標

←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→

食育の各年齢期

継続
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令和２年度公民館事業報告書
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大宮 大宮南 11 - 19 1100 味噌作り体験教室（午前の部）
手話通訳者の配置可能な聴覚障害
者に配慮した、味噌作りの体験実習
を行いました。

いっぽの会会員 3月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮南 11 - 20 1100 味噌作り体験教室（午後の部）
手話通訳者の配置可能な聴覚障害
者に配慮した、味噌作りの体験実習
を行いました。

いっぽの会会員 3月 1 成人 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮南 11 - 22 1000
ｅ公民館「おうちDEカンタン本格プリ
ン」

自宅でプリンをメニューにしたお菓
子作りの様子を動画で配信しまし
た。

いっぽの会会員 7月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮南 11 - 23 1000
親の学習事業／家族DEクリスマス
スイーツ

親同士の交流・学び合いを目的に、
スイーツづくり教室と親の学習プロ
グラム合せた教室を開催しました。

料理講師、ファシリテー
ター

12月 1
小学生とその
保護者

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮
大宮中
部

12 - 19 1100
季節の料理教室　発酵食品でアン
チエイジング♪

発酵食品について知識を深め、発
酵食品を使用した季節の料理を作
りました。

野菜ソムリエプロ
料理教室助手

12月 1 18歳以上 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮北 13 - 9 2520
夏休み子ども公民館／
パパと一緒に太巻きづくり
（親の学習事業）

親子できれいな切口の太巻き寿司
の作り方を学び、親子の交流を図り
ました。

料理研究家
助手
親の学習ファシリテー
ター

8月 1
小学生とその
保護者

8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 14 - 5 2520 そば打ち教室
日本の伝統と食の楽しさを知ること
を目的として、そば作りを学んだ。

蕎麦打ち講師 12月 1 20歳以上 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 14 - 7 2520
夏休み子ども公民館／親子茶道教
室

青少年の健全育成を目的とする、親
子で茶道につて、学び体験した。

茶道講師
助手

8月 1
小学生とその
保護者

9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 14 - 19 2600
若者向け事業／生クリームでオリジ
ナルクリスマスケーキをつくろう

クリスマスケーキを作り、参加者同
士の交流を深めた。

管理栄養士 12月 1
中学生以上
39歳未満の
方

7 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 三橋 14 - 23 2000 親子味噌作り教室
青少年の健全育成を目的に、日本
伝統食品である味噌作りを親子で
体験した。

（株）伊勢惣 1月 1
小・中学生と
その保護者

18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大成 15 - 17 2000 若者事業／クリスマス料理づくり
若者を公民館へのつどいを促すた
めのきっかけづくりとして、クリスマ
ス料理を作った。

地域料理店シェフ
助手

12月 1
中学生 39

歳
8 1 ○ ○ ○ ○

大宮 大宮東 16 - 6 1000 親の学習事業／親子パンづくり教室
子育て支援を目的とした、親子でパ
ンづくりを学び、親の学習プログラム
を実施する講座を実施しました。

パン職人
助手
親の学習ファシリテー
ター

11月 1
小学生とその
保護者

4 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大宮 大宮東 16 - 11 2520 夏休みこども公民館／料理教室
青少年の健全育成を目的に、料理
を学びました。

料理研究家 8月 1
小学3～6年

生
12 1 ○
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大宮 大宮東 16 - 21 1100
【e公民館】
おからと米粉を使ったチョコマフィン
作り

おからと米粉を使った体に優しい
チョコマフィンを作りました。

料理研究家 5月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 18 - 6 1000
片柳子ども公民館「パパとクッキン
グ＆おしゃべり教室～親の学習事
業～」

パパと子で料理を学び、試食をしな
がら家族同士でおしゃべりし交流を
図ります。

料理研究家・管理栄養
士
親の学習ファシリテー
ター

8月 1
小学生とその
保護者

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 18 - 7 2520
片柳子ども公民館「クッキーづくり教
室」

オリジナルのクッキーづくりを体験し
ます。

パン作り講師 8月 1 小学生 11 1 ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 18 - 8 2520 片柳子ども公民館「パンづくり教室」
オリジナルのパンづくりを体験しま
す。

パン作り講師 8月 1 小学生 12 1 ○ ○ ○ ○

見沼 片柳 18 - 18 1100 お正月のおもてなし料理教室
お正月を簡単に華やかにできるおも
てなし料理を学びます。

料理研究家・管理栄養
士

12月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 七里 19 - 12 1100
e公民館（おうちこうみんかん）　おう
ちで和菓子作りに挑戦しよう！

おうちでも簡単にできる和菓子作り
の動画配信を行いました。

公民館利用団体代表
者

9月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 春岡 20 - 8 1210 手打ち蕎麦教室 蕎麦打ちを学びました。 蕎麦打ち倶楽部 12月 1 成人 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 春岡 20 - 9 1300
郷土料理Ⅰ
太巻き祭り寿司に挑戦

郷土に伝わる太巻き祭り寿司の作り
方を学びました。

料理研究家管理栄養
者

10月 1 成人 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

見沼 春岡 20 - 16 2520 夏休み子ども公民館「料理教室」 クッキー作りを学びました。 料理研究家 8月 1 小学生 15 1 ○ ○ ○

見沼 春岡 20 - 18 2521 日曜子ども公民館 マフィンの作り方を学びました。 料理研究家 12月 1 小学生 8 1 ○ ○

中央 鈴谷 21 - 17 2600
障害者のための社会参加支援講座
「料理教室」

障害者が料理を楽しみ交流を深め
ました。【共催】障害者総合支援セン
ター

料理教室講師  10月 1
障害のある方
18歳以上

5 1 ○ ○ ○ ○

中央
与野本
町

23 - 6 1000 スマイルママPart３
食育学習事業　離乳食教室（一緒に
楽しく食べる）お子様が喜ぶレシピ
紹介【共催】ひなどり保育園

ひなどり保育園栄養士 9月 1

首が座ったお
子様～１１ヶ
月の乳児とそ
の保護者

12 1 ○ ○ ○

中央 上落合 24 - 4 1100 そば打ち教室

そば打ちを体験するとともに、蕎麦の栄養
価や含まれるビタミンなどの成分を知り、
食品としての蕎麦を通してバランスの良い
食生活についても学んだ

さいたま蕎麦打ち倶楽
部

11月 1
20歳以上の

方
10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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中央 下落合 25 - 9 1300
日本伝統のスイーツ
「練り切り講座」

「練り切り」作りを通して、日本の伝
統的な和菓子について学びました。

実技指導者
助手（1名）

12月 1 20歳以上 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 26 - 16 1800 （人権講座）男の料理教室
料理の基礎を学び、これまで女性の
仕事とされていた料理の役割分担
意識を見直すきっかけをつくった。

料理研究家 9月 1 成人男性 4 1 ○ ○ ○ ○ ○

桜 田島 26 - 18 1010
介護予防事業
たじま倶楽部：後期

健康増進などのプログラムを通じ
て、地域で暮らす高齢者の生きがい
探しや仲間作りを促しました。

理学療法士、野菜ソム
リエなど

9月～12月 5 65歳以上 297 1 ○ ○

桜 田島 26 - 27 1100 e公民館「公民館でお菓子作り」
家庭で簡単にできるお菓子作りを動
画で配信しました。

公民館職員 4月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 土合 27 - 3 1300 酒造見学 日本酒を知ることができました。 内木酒造社長 10月 1 成人 13 1 ○ ○

桜 大久保 28 - 20 2000 みそ作り講習会
みその材料の基礎知識と講師自家
製の麹を材料にみその作り方を学
びました。

伝承料理指導者 3月 1 成人の方 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜 栄和 29 - 5 1010 公民館介護予防事業 やわらぎ学級
生活全般にわたる知識習得、レク
レーションを通し、仲間づくりを行い
ました。

病院職員、野菜ソムリ
エ、他

8月～3月 7 65歳以上 122 1 ○ ○ ○

桜 栄和 29 - 18 1100 食育講座「シュトーレンを作ろう」
クリスマスの時季に、季節のお菓子
（シュトーレン）作りを行いました。

パン作り講師 12月 1
さいたま市在
住・在勤の成
人の方

15 1 ○ ○ ○ ○ ○

桜 栄和 29 - 23 1100 e公民館　手作りパン教室
初めての方でも簡単にできるパン作
りを公民館利用団体が映像で紹介
しました。

パン作り講師 11月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜
大久保
東

30 - 13 1700  防災講座～水害から身を守る～ 水害から身を守る方法等を学んだ。
防災士・さいたま市防
災アドバイザー

9月 1 どなたでも 14 1 ○ ○ ○ ○ ○

桜
大久保
東

30 22 2500
桜区５館公民館共催「君も減災マス
ターになろう！」

小学生が、防災や減災の実践的スキ
ルを学んだ

ボーイスカウト 10月 1 桜区小学生 31 1 ○ ○ ○ ○

浦和 領家 32 - 10 2521
こどもクッキング教室「楽しいクリス
マス!みんなでおからのカップケーキ
と鶏肉＆キノコのパスタを作ろう」

仲間と一緒にクリスマス料理や食事
をすることで、食に対する満足感や
楽しさを感じ異学年との交流を図り
ました。

料理研究家
12月 1

小学生3～6
年

5 1 ○ ○ ○ ○

浦和 領家 32 - 13 1100 美味しい韓国家庭料理を作ろう①
韓国の家庭料理を学び、韓国の食
文化を知りました。

韓国料理シェフ
韓国料理調理助手

9月 1 どなたでも 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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浦和 領家 32 - 14 1100 美味しい韓国家庭料理を作ろう②
韓国の家庭料理を学び、韓国の食
文化を知りました。

韓国料理シェフ
韓国料理調理助手

9月 1 どなたでも 5 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 上木崎 34 - 14 1000
アイシングクッキーにチャレンジ！～
Halloween ver.～

子育て中のリフレッシュを目的とし
て、アイシングクッキーを作りまし
た。

管理栄養士 10月 1
20歳以上の

方
12 1 ○ ○ ○ ○

浦和 上木崎 34 - 15 1100 薬膳から学ぶ体づくり
薬膳の知識を学び、食生活や健康
への関心を高めました。

料理研究家 11月 1 どなたでも 6 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 大東 35 - 17 1100 男の料理教室
男性でも手軽に作れる和食と洋食
の料理の作り方を学び、料理に興
味関心を持っていただきました。

料理研究家 11月 2 男性の方 12 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 仲本 36 - 5 1000
親の学習事業／
父と子のクッキング教室

父と子でクッキングをしながら親子、
参加者同士の交流を図りました。
（講師10,000円×2名、ファシリ3,000
円×2名）

栄養士2名、ファシリ2
名

12月 1
小学生と保護

者
10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 本太 38 - 5 1000
親の学習事業/味覚を育てるお出汁
講座

子育て中の方、これからママになる
方のために、栄養士による出汁の
上手な取り方や離乳食などについ
て学びました。

病院職員 11月 1
妊娠中・子育
て中の方

9 1 ○ ○ ○

浦和 本太 38 - 23 1600 感染症に負けない食生活の知恵
感染症、免疫学の歴史、免疫アップ
のために必要なことを学び、食生
活、生活習慣などを考えました。

健康管理士上級指導
員

3月 1
20歳以上の

方
15 1 ○ ○ ○ ○

浦和 北浦和 41 - 14 2500 君も減災マスターになろう

防災・減災のスキルを学んだ。ま
た、実際に非常食（アルファ米・非常
用味噌汁・非常用ビスケット）を作っ
て食べ、食について考えました。

ボーイスカウトさいたま
第２０２団

9月 1
小学生とその
保護者

13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 北浦和 41 - 23 1100 韓国料理を作ってみよう
家庭で出来る韓国料理の作り方を
学びました。

韓国料理店オーナー
助手（1名）

12月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦和 南箇 42 - 9 1100 手打ち蕎麦作り教室
地域の蕎麦打ち愛好会による蕎麦
作り教室を実施しました。

おおくぼ二八会 12月 1
20歳以上の

方
8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 文蔵 43 - 9 1000
【親の学習事業】②
親子でパン作り教室

子育て中の親同士が、子育てにつ
いて語り合い、学び、親としての成
長を支援する講座を実施した

趣味・実技技能者 11月 1
小学生とその
保護者

11 1 ○ ○ ○ ○ ○

南 南浦和 44 - 15 1100
快適ライフ料理教室②
「美味しい和食入門」

基本の和食料理を学びました。 料理研究家 12月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 南浦和 44 - 16 1100 元気な家族の食育講座②
健康に留意したあらゆる世代の向
けの料理を学びました。

食生活改善推進員 11月 1 成人 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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南 六辻 46 - 25 1100
ｅ公民館
「おうちでお料理づくり」

自宅において楽しく料理ができるよ
うに料理のテキストを配信しました。

料理指導者 5月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 西浦和 47 - 1 1010 わかば学級
シニア世代が、健康で楽しく生活す
るために役立つこと学び、また、地
域の仲間作りをしました。

趣味・実技指導者 等 8月～12月 11 65歳以上 227 1 ○ ○ ○ ○

南 東浦和 49 - 1 1010
生きがい健康づくり教室　さわやか
学級（前期）

介護予防普及啓発事業で、生活教
養・健康ふれあいづくり、食育などを
学びました。

生活講座講師、音楽家
等

4月～9月 6 65歳以上 213 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 東浦和 49 - 2 1010
生きがい健康づくり教室　さわやか
学級（後期）

介護予防普及啓発事業で、生活教
養・健康ふれあいづくり、障害者や
人権問題、食育などを学びました。

教養健康指導者、生活
講座講師、音楽家、講
談師　等

10月～3月 5 65歳以上 174 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 善前 50 - 1 1010
高齢者学級(前期)「善前菜の花学
級」

高齢者の生きがいづくりを目的に、
落語鑑賞、歌声サロン、食育（高齢
者に必要な栄養をとる食事）などの
学習機会を提供した。

病院職員他 5月～10月 3 65歳以上 63 1 ○ ○ ○

南 善前 50 - 5 1010 シニア向けそば打ち教室
高齢者を対象にそば打ち教室を実
施し、講座を通して日本の伝統的な
食文化について学びました。

さいたまそば打ち　倶
楽部

12月 1 65歳以上 10 1 ○ ○ ○ ○

南 善前 50 16 2521
子ども公民館
茶道教室

茶道を通して日本の伝統文化のわ
び、さびを学びました。

善前公民館登録サーク
ル

10月 1 小学生 15 1 ○ ○ ○ ○ ○

南 善前 50 18 2521
子ども公民館
パン教室

ウインナーロールパン、コーンマヨパ
ンを調理し、料理することの楽しさを
学びました。

ジャパンホームベーキ
ングスクール教師

11月 1 小学生 13 1 ○ ○ ○ ○

南 善前 50 - 26 1100
デトックス料理を作ってみよう！（e公
民館）

体に溜まった老廃物を排出する料
理の調理法と食の大切さを学びまし
た。

料理研究家 5月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 原山 54 - 8 1100 薬膳料理講座
薬膳料理の調理法と栄養について
学び、試食しながら交流を図った。

国際中医薬膳師
料理研究家

11月 1 どなたでも 8 1 ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 55 - 1 1010
生きがい健康づくり教室
　「しらさぎ大学 後期」

高齢者の生きがいづくりを目的に、
食育、歴史などの学習機会を提供し
た。

数学研究者 9月～3月 8 65歳以上 261 1 ○ ○

緑 美園 55 - 11 2500
畑であそぼ！～農×食×親子×
Misono～②秋のさつまいも編

地元の農家と連携して親子で体験
する農作業やその収穫物を味わうこ
とで地元愛を育み、地域の仲間と共
同する楽しさを感じました。

農家 10月 2
幼児・小学生
とその保護者

40 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 55 - 13 2600 シェフから学ぶ素敵ランチ
地域のレストランシェフから簡単で
美味しい料理を学びながら交流を図
りました。

フレンチシェフ 11月 2 どなたでも 15 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和２年度公民館事業報告書

件数total 総回数
参加延人
数

食育
総回数

98 163 2742 104

区 公民館名
館№
(名簿
順)

-
館内事
業№

事業種別
コード 事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標

←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→

食育の各年齢期

継続

緑 美園 55 - 17 1010
俺に任せとけ！オトコの家事術
～シニア編～

男性の仕事力を家事力に変換し健
康につながる家事教室を行いまし
た。

オトコの家事教室カジ
オス運営

12月 2 どなたでも 9 2 ○ ○ ○ ○

緑 美園 55 - 19 2600
美園うたカフェ9月～地域のお茶の
間づくり、いちにのさんぽ～

ギター伴奏で歌い、元マスターが淹
れる本格コーヒーを味わい地域のお
茶の間として公民館を楽しむ契機を
作りました。

元喫茶店主 9月 1 どなたでも 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 55 - 20 2600
美園うたカフェ10月～地域のお茶の
間づくり、いちにのさんぽ～

ギター伴奏で歌い、元マスターが淹
れる本格コーヒーを味わい地域のお
茶の間として公民館を楽しむ契機を
作りました。

元喫茶店主 10月 1 どなたでも 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 55 - 21 2600
美園うたカフェ11月～地域のお茶の
間づくり、いちにのさんぽ～

ギター伴奏で歌い、元マスターが淹
れる本格コーヒーを味わい地域のお
茶の間として公民館を楽しむ契機を
作りました。

元喫茶店主 11月 1 どなたでも 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑 美園 55 - 22 2600
美園うたカフェ12月～地域のお茶の
間づくり、いちにのさんぽ～

ギター伴奏で歌い、元マスターが淹
れる本格コーヒーを味わい地域のお
茶の間として公民館を楽しむ契機を
作りました。

元喫茶店主 12月 1 どなたでも 16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻本
丸

56 - 14 1900 e公民館　簡単キムチ作り
韓国家庭料理の作り方を韓国語を
交え動画配信しました。

韓国語講師 1月 1
市内在住在
勤の成人の

方
1 ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻本
丸

56 - 20 1100
e公民館
親子料理教室｢学校給食の人気メ
ニューをつくろう｣

給食レシピを家庭向けにアレンジし
て公開しました。

さいたま市職員 5月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻本
丸

56 - 21 1100
e公民館
親子料理教室｢学校給食の人気メ
ニューをつくろう｣その２

給食レシピを家庭向けにアレンジし
て公開しました。

さいたま市職員 7月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻本
町

57 - 8 1100 料理教室「和のおかず」
食の大切さを学ぶため、旬の食材を
使った料理教室を実施しました。

料理研究家 9月 1
市内在住・在
勤の成人の

方
12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻本
町

57 - 10 1300 手打ちそばをつくろう
伝統的に伝わる手打ちそばの作り
方を学びました。

そば打ち学習団体会員 11月 1 どなたでも 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻南
部

58 - 2 1000
親の学習事業③「親子で食育あそ
び」

親子で料理を楽しみ、親の学習では
子育てについての意見交換を行い
ました。

管理栄養士 12月 1
2歳～未就園
児とその保護

者
14 1 ○ ○ ○

岩槻
岩槻南
部

58 - 7 1100 手打ちそば教室
手打ちそばの作り方を基礎から学
びました。

元公民館長 11月 1 どなたでも 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻南
部

58 - 24 1100
e公民館「公民館で育てた野菜でトマ
トソース作り」

家庭で作ることができるトマトソース
の作り方について動画公開しまし
た。

公民館職員 7月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和２年度公民館事業報告書

件数total 総回数
参加延人
数

食育
総回数

98 163 2742 104

区 公民館名
館№
(名簿
順)

-
館内事
業№

事業種別
コード 事業名 内容 主な講師肩書

開催
時期

回数 対象
参加延
人数

食育 さ い た ま し 協働
乳幼
児期

学齢
期

青年
期

成人
期

壮年
期

高齢
期

食育の目標

←１つ以上に「〇」→ ←１つ以上に「〇」→

食育の各年齢期

継続

岩槻
岩槻南
部

58 - 25 1100 e公民館「生地からのピザ作り」
生地から自分で作ってフライパンで
焼けるピザ作りについて動画公開し
ました。

公民館職員 9月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻南
部

58 - 26 1100 e公民館「公民館厨房・うどん作り」
家族で作る手打ちうどん作りについ
て動画公開しました。

公民館職員 3月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻北
部

59 - 2 1000
親の学習事業２親子でつくろう年越
しそば教室

年越しそば作りを親子で行い、親の
学習を開催しました。

そば打ち講師 12月 1
市内在住の
小学生と保護

者
10 1 ○ ○ ○

岩槻
岩槻北
部

59 - 7 1100 料理教室
ヨーロッパ野菜を使った料理を学び
ました。

野菜ソムリエ 11月 1
市内在住・在
勤の成人の

方
8 1 ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻北
部

59 - 9 1100 郷土料理 恵方巻作りを学びました。 料理研究家 1月 1
市内在住・在
勤の成人の

方
7 1 ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻北
部

59 - 21 1100 ｅ公民館　おうちでそば打ち
自宅で気軽に手打ちそばを作れる
よう動画配信しました。

そば打ち講師 5月 1 どなたでも 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩槻
岩槻城
址

60 - 4 1010
介護予防事業
生きがい健康づくり教室
「白鶴学級Ⅰ」

介護予防を目的とした様々な学習
講座を実施しました。

埼玉県郷土文化会理
事

9月～12月 12 65歳以上 257 1 ○ ○
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４ 市立小学校・中学校・特別支援学校の食育取組状況 

○小学校 

【西 区】 ・馬宮西小学校     

【北 区】 ・東大成小学校 ・日進小学校 ・大宮別所小学校 ・泰平小学校  

【大宮区】 ・大宮小学校 ・大宮東小学校 ・大宮南小学校 ・大宮北小学校 ・桜木小学校 

 ・大成小学校 ・上小小学校    

【見沼区】 ・大砂土東小学校 ・片柳小学校 ・蓮沼小学校 ・大谷小学校 東宮下小学校 

【中央区】 ・与野本町小学校 ・下落合小学校 ・鈴谷小学校   

【桜 区】 ・大久保小学校 ・栄和小学校    

【浦和区】 ・高砂小学校 ・常盤小学校 ・仲本小学校 ・北浦和小学校 ・岸町小学校 

 ・常盤北小学校     

【南 区】 ・南浦和小学校 ・浦和別所小学校 ・沼影小学校 ・浦和大里小学校 ・善前小学校 

 ・向小学校 ・辻南小学校    

【緑 区】 ・三室小学校 ・尾間木小学校 ・原山小学校 ・野田小学校 ・大牧小学校 

 ・芝原小学校 ・美園北小学校    

【岩槻区】 ・太田小学校 ・川通小学校 ・和土小学校 ・慈恩寺小学校 ・城北小学校 

 ・徳力小学校 ・西原小学校    

※中学校・特別支援学校の食育取組状況は P41～48 
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

絵本との
コラボ給食

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （継続） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ― ―

交流給食
朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （継続） ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

きゅうしょく
しゅうしゅう

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （新規） ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

給食集会
朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （新規） ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

考えた考え
た給食の提
供

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （新規） ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

くわいの芽取
り

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （新規） ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ― ―

取組の様子など

Plan Do

担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Check

くわいの芽とり体験は中止となったが、『くわ
いご飯』は予定通り給食で提供した。ひとくち
メモを通して、くわいがさいたま市の特産品で

あることを伝えた。

馬宮西小学
校 対象：全校児童

９０人

実施日：２月

場　所：多目的室・各教室

内　容：１～５年生が６年生に卒業を祝い、感謝を伝え
ながら、給食の時間を過ごす。各学年が一日づつ担当
する。交流給食期間は６年生からのリクエスト献立を実
施する。

異学年の交流で思いやりや
感謝の心を育むことができ
た。６年生のリクエストはその
献立についての思い出など
も含まれるので、他学年の食
への興味を深める良い機会
となった。６年生にはバラン
スのよい献立についての事
前指導を行い、食育指導に
もつながった。

短い時間でも心に残る交流
方法について、検討していき
たい。

令和２年度は異学年での交流給食は控えて
いたが、各教室をテレビ中継でつなげ、会話
を控えるようホワイトボードなどを使用し、交
流を行った。

馬宮西小学
校 対象：全校児童

９０人

実施日：１０月２８日・１月２２日

場　所：各教室

内　容：本に出てくる食べ物を給食で提供し、給食の時
間にテレビ放送で図書委員会・放送給食委員会による
読み聞かせを行う。

図書と食育が連携すること
で、いろいろな場面で食に関
する興味関心を持つ機会と
なった。

行事の多い季節であること
から、日程の調整が難しい。

給食の残量が減らないた
め、継続して指導していく必
要がある。

日進小学校 対象：全校児童

８６３人

実施日：令和３年２～３月の５日間

場所：日進小学校

内容：６年生が家庭科の学習を生かし考案した献立を
実際に給食で提供した。給食委員会による献立選挙も
行い、１位に選ばれた献立を提供した。

児童が考案した献立を提供
することにより、学校全体の
関心が集まり、喫食率も高
まった。

特になし

調理員さんへの感謝の気持
ちを伝えることができた。
給食を作っている様子の映
像をみたり、給食のメニュー
の工夫を知ったりして、食へ
の関心が高まった。

東大成小学
校 対象：全校児童

510人

実施日：2021年　1月19日（火）

場所：東大成小学校　各教室

内容：栄養や給食メニューに関するクイズや調理員さん
への感謝、給食の片づけの仕方のお願い

調理員さんへの感謝の気持
ちを伝えることができた。
給食を作っている様子の映
像をみたり、給食のメニュー
の工夫を知ったりして、食へ
の関心が高まった。

給食の残量が減らないた
め、継続して指導していく必
要がある。

大宮別所小
学校

対象：3年生、特
別支援学級

130人

実施日：12月6日(金)

場所：教室

内容：給食で使用する「くわい」の芽取り体験

さいたま市の特産品「くわい」
に触れ、郷土愛を深めるとと
もに、感謝して食べる心を深
めることができた。

作業への物足りなさがある。

東大成小学
校 対象：全校児童

510人

実施日：2021年　1月19日（火）

場所：東大成小学校　各教室

内容：栄養や給食メニューに関するクイズや調理員さん
への感謝、給食の片づけの仕方のお願い
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家庭科の授業を通して、毎日
食べている給食がどんな事
に気をつけて立てられている
のかを学び、大変さが分かっ
たとの声が多かった。また献
立が選ばれた児童だけでな
くクラスみんなで喜び合って
いるのが見れてとても良かっ
た。

なかなか食べなれない食事
も多かったので、食わず嫌い
になることもあった。

給食だよりには、お知らせは
できたが、写真などはホーム
ページにしかあげなかったの
で、給食たよりに載せれたら
よかった。

講話の最後に、なぜ国産の
ものにこだわるかという部分
を栄養士から説明するところ
で、より児童の学びが深まる
内容も話したい。

栄養士が授業の中で献立の立て方を話し
た。担任の先生からは、実際に立てている人
からの話だと子どもたちもよく話を聞くと言わ
れた。五大栄養素などを振り返りながら献立
作成について学んだ。みんなよく話を聞いて
くれた。実際の給食提供日は、そのクラスに
行き、感想などを聞いた。みんなとてもよく食
べてくれた。

大宮東小学
校 対象：５年生

１３７人

実施日：令和２年７月１７日（金）

場所：集会室

内容：学校にお米を納品してくださる「馬宮米部会」の方
から、お米作りについての講話をしていただく。その後、
給食を一緒に食べる。

身近な地域でも農業が行わ
れていることを知り、お米作
りの素晴らしさ、苦労を知る
機会となり、社会科で学んだ
米作りに対する理解もより深
めることができた。
給食も馬宮米を使用し、偏
食・好ききらいの多い学年だ
が、残さず食べる意識も高
まった。

大宮南小学
校

対象：1年児童・
保護者

142名＋保護者

実施日：2021年2月24日（水）、2021年2月25日（木）、
2021年2月26日（金）

場所：本校

内容：食事は生き物の命をいただいていることを確認
し、食べ物への感謝の心を醸成する。５日間の実践を
行い、保護者の方からコメントを記入してもらう。（講義・
実践・おたよりのウェブページ掲載）

泰平小学校 対象：全校児童

677人

実施日：毎月1回

場所：各教室

内容：行事に関わる紙芝居を図書委員会が読み聞かせ
をし、その行事食を食べる。

行事に関心を持ち日本の文
化を食から理解する。

テレビ放送を見ながらの食事
になってしまう。

実施日：2020年12月4日（金）、2020年12月8日（火）、
2020年12月21日（月）

場所：本校

内容：給食1食分の献立を考える（講義・演習）

大宮小学校

対象：献立→６年
生

喫食→全教職員
７２０人

実施日：令和３年２月４日（木）・９日（火）・２４日（水）

場所：大宮小学校

内容：家庭科の授業で考えた献立を提供する。

家庭科の学習を生かして実践す
る機会があったことで、より実生
活につながる学びになった。ま
た、6年生の考えた給食を食べ
た下級生にとっても、給食に対
する興味・関心が高まった。
食物アレルギーや価格との兼ね
合いが難しいため、今年度は
「和食献立」をテーマとした。

食物アレルギーや価格との
兼ね合いが難しいため、来
年度も「和食献立」とし、献立
作成を行う予定である。

大宮北小学
校

対象：全校児童
全教職員

３３０人

実施日：毎月1回以上

場所：本校

内容：主な行事に合った食事や、都道府県の食事を給
食を通して知る。

さまざまな郷土の特色ある食
事に触れたり、伝統的な食事
をすることで、日本には様々
な食事があることを知ること
ができた。

授業前よりも、気持ちを込め
て食事のあいさつをしたり、
苦手なものも１口食べようと
したりする姿が見られた。残
菜も減った。「食事への姿勢
が変わった」「子どもにとっ
て、とてもためになる授業
だった」と保護者からコメント
があった。

全国学校給食週間に合わせ
て行えると、給食への興味関
心をより一層高めることがで
きるので、尚良い。

大宮南小学
校

対象：全児童・職
員

840人×3回
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大砂土東小
学校

桜木小学校 対象：全校児童

４９０人

実施日：Ｒ3年１月

場所：教室

内容：・給食委員会児童によるクイズや紙芝居を放送。
　　　　・給食標語を募集し、クラス代表の作品を掲示。
　　　　・食育推進ポスターを作成し、掲示。

給食に関心をもち、感謝の心
や食事の大切さ、さいたま市
の特産物について知ることが
できた。

ポスターの募集に時間をか
けることができなかったの
で、来年度は夏の課題とした
い。

大成小学校 対象：全校児童

９４７人

実施日：通年

場所：教室

内容：全国各地の郷土料理を給食献立に取り入れる。

郷土料理や地産池消等、食
に関する興味関心を持つ機
会となった。

上小小学校 対象：全児童・職
員

585人×11回

実施日：2020年10月～2021年3月まで各月2回（1月の
み1回）
場所：上小小学校　各教室・職員室
内容：絵本に登場する料理や食材を給食に取り入れ、
当日は読み聞かせをビデオ放送する。

・絵本に出てくる料理を、実際に
目で見て食べることで、児童の
食と読書への関心が高まった。
・行事食や給食に関する絵本も
取り入れ、様々なことへの興味、
関心が高まった。
・コロナ禍で会食中話すことがで
きない中、楽しく食べられた。

読み聞かせに集中しすぎて
給食を食べきれない児童が
みられたが、慣れてくると
ペース配分もでき、しっかり
食べることが出来ていた。

対象：全児童

１２６０人

実施日：2020年10月

場所：各教室

内容：読書週間に合わせて、物語に出てくる料理を給食
で再現する。図書委員の児童が集会でPRする。

給食と図書のコラボにより、
喫食率と本の貸し出し率の
増加につながった。

大成小学校 対象：全校児童
実施回数：５回
９４７人

実施日：３月

場所：教室

内容：６年生が考えた給食の献立を全校児童でいただ
く。

郷土料理や国際料理、地産
池消等、食に関する興味関
心を持つ機会となった。

今までに出たことのないメ
ニューになる場合もあり、栄
養士への負担が大きくなって
しまう。作業工程が多くなる。
皿の数に限度があり、カップ
容器の商品を採用せざるを
得なくなる。

食べたいものが出てくる本を
探すことが主となってしまっ
た。

・楽しみにする児童が見られ、いつもより残菜
も少なくなったように感じた。

大宮北小学
校

対象：全児童
全教職員

３３０人

実施日：２０２１年1，2月

場所：本校

内容：6年生が家庭科「くふうしよう おいしい食事」の授
業で考えた献立を提供する。

6年生が家庭科の学習を通し
て、ｌ全児童が食べることを考
慮し、テーマ、栄養バランス、
彩り、盛り付け等を考えるこ
とで、食に対する意識が高
まった。また、６年生がたて
た献立ということもあり、食品
ロスについても意識してい
た。

盛り付け表に表記するだけ
でなく、６年生が提案した献
立ということを、さらに浸透さ
せてもよかった。

31



さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

取組の様子など

Plan Do

担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ

実績　（令和２年度）
三食
しっかり

いっしょ
に楽しく

確かな目
をもって

まごころ
に感謝

食文化や
地の物

Check

なかよし給食
朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （新規） ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

シェフ給食
朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （新規） ― ― ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ― ―

給食集会・
昼のテレビ
放送

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （継続） ― ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ― ―

ドリームラン
チ

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （新規） ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

給食週間
～日本全国
食べ歩きの
旅を楽しも
う！～

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （新規） ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ―

絵本とのコラ
ボ給食

朝
食

食
生
活

バ
ラ
ン
ス

共
食

行
儀
作
法

食
の
安
全
・
食
中
毒

食
品
表
示

食
料
備
蓄

感
謝
・
あ
い
さ
つ

資
源
・
環
境

農
林
漁
業

行
事
食
・
郷
土
料
理

乳
幼
児
期
0
l

5
歳

学
齢
期

6
l

15
歳

青
年
期

16
l

24
歳

成
人
期

25
l

39
歳

壮
年
期

40
l

64
歳

高
齢
期

65
歳
l

協働 ― （継続） ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ― ― ― ―

大谷小学校 対象：１～６年生

１２２５人

実施日：２０２１年１月１３日（水）・２７日（水）・２９日（金）
場所：各教室
内容：給食クイズ、栄養士へのインタビュー、残菜調べ
結果発表、好きな給食アンケート結果発表、調理員へ
のお礼の手紙贈呈、標語入賞者発表、リクエスト献立
の入選者発表、給食調理の様子、栄養をテーマとした
本の読み聞かせ

　給食について興味、関心を
もち、少しでも食べようという
意欲を高めることができた。
　食べ残しが多い料理と少な
い料理を伝えることで、児童
と教職員へ嗜好状況を周知
し、指導の強化につなげる
ことができた。

食事中の姿勢やはしの持ち
方、食事マナーなどに課題
が見られる。家庭とも連携
し、今後も継続して指導して
いきたい。

東宮下小学
校 対象：

全児童１５２人

実施日：１月７日
　　　　　１月１２日
　　　　　３月１５日
場所：各教室

内容：各児童が考えた給食を「ドリームランチ」として、
提出し、良いものに投票する。選出されたものが実際の
給食として提供される。

　普段提供されたものを食べる
だけの児童にとって、バランスや
彩り、味など食事作りの楽しさや
大変さを知る良い機会となった。
高学年は家庭科での学習と連携
することで、栄養バランスの良い
食事についての理解が深まっ
た。選出された給食が提供され
るのを楽しみにしている児童の
様子が見られた。

・自分の考える献立が給食になると思うと、
ワクワクしながら考える児童の様子が見られ
た。
・掲示された代表作品を興味深そうに眺め、
どれにしようかと悩む様子が見られた。

蓮沼小学校 対象：全校児童

７８４人

実施日：令和２年１２月８日（火）

場所：各教室

内容：地元シェフを招いてのシェフ給食

ホテルのシェフの作る本格的
フランス料理を食することで、
よい食の経験となった。ま
た、作ってくれる人への感謝
の気持ちを育む機会となっ
た。

・校内の教職員を対象とした
シェフ給食の試食会をする日
程の確保が難しかった。
・普段食べられない食材の味
付けなどのため、残菜が多
かった。

片柳小学校 対象：全児童

５４０人

実施日：年２回（６月、１１月）※本年度は中止

場所：教室

内容：給食を異学年と食べ、一緒に楽しく食べることに
より交流を図る。

異学年との交流で、それぞ
れの立場で協力して活動す
る態度を養うことができた。

各地の特徴ある食材の実物
を教室で児童に見せたり触ら
せたりしたかったが、コロナ
禍で難しかった。

下落合小学
校 対象：本校児童

790人

実施日：2020年11月25日(水)、11月26日(木)
場所：下落合小学校
内容：学校図書館にある絵本に出てくる料理や、食材を
使った料理を給食に取り入れて実施した。
11月25日(水)ドララちゃんのドラキュラスープ
11月26日(木)やまんばの特製ご飯

喫食率
11月25日(水)97.5%（残食率2.5%）
11月26日(木)91.2%(残食率8.8%)
「絵本給食の前後、図書館を利
用し、該当する絵本を手に取る
児童が多かった。」（司書）、「絵
本給食の本を読んだ。」（児童）と
いう感想があった。

絵本に出てくる料理やお菓
子は、アレルギー対応の観
点から、絵本どおりの食材や
作り方で実施することが難し
い。

与野本町小
学校 対象：

全校児童５１８人

実施日：令和３年１月１８日（月）～２２日（金）

場所：教室

内容：コロナ禍で旅行に出かけられない今、日本各地
の郷土料理を体験することで、旅行気分を味わい、給
食への興味関心を高める。

児童の毎日の給食への興味
関心がさらに高まった。
保護者の興味も高まリ、家庭
での給食の会話が増えた。
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・感染症対策のため、時期を
変更したり、保護者の手伝い
をなしにしたりして、例年と異
なり、少ない人数で安全に配
膳できる計画を立てることに
時間がかかった。

鈴谷小学校 対象：鈴谷小学
校全児童

４９３人

実施日：オリパラ給食…令和2年９月９日、１０月２７日、
１１月４日、１２月１４日、令和３年２月２５日、３月２日
たべリンピック…令和３年１月１８日、２０～２２日、２７
日、２９日

場所：鈴谷小学校各教室

内容：外国の料理を給食に取り入れ、食の面から、食文
化理解や国際理解、外国への関心を高める。

・子どもたちは、オランダ、ス
ペイン、イタリア、ベトナム、イ
ンド、中国、メキシコ、韓国、
フランス、日本、ペルー、カナ
ダの給食を食べ、その国や
料理に興味をもったり、いろ
いろな料理を進んで食べよう
という気持ちが高まったりし
た。

・子どもたちが食べやすいよ
うに、外国の料理の調理法を
アレンジするのが難しかっ
た。

オリパラ給食【ペルー】バターライス、ロモ・サ
ルタード、野菜スープ、フルーツヨーグルト

鈴谷小学校 対象：6年生

８３人

実施日：令和３年３月５日、８日、１２日

場所：鈴谷小学校第１会議室

内容：テーブルマナーを守って食事をして、洋食の作法
を学ぶ。メニュー：サラダ、バターロール、コーンスープ、
ハンバーグ、プリン、紅茶

・子どもたちは、各学級で事
前学習をしておくことで、洋
食のマナーを、フルコースの
料理を楽しみながら学ぶこと
ができた。

栄和小学校

対象：全児童・教
職員
実施回数：6回
参加者数：１１20
人

実施日：２０２1年　2/4　2/9　2/17　2/25　3/2     3/10
場所：栄和小学校
内容：家庭科の授業で考えた献立を給食で提供する

６年生が考えた献立を提供
することにより、同学年では
食に対する理解が深まり、
低・中学年では家庭科の学
習に対する期待が高まった。

児童の思いを忠実に献立に
反映させることと調理作業や
価格とのバランスが課題であ
る。

大久保小学
校

対象：1年生、特
別支援学級、6年
生
（全校児童）

８５人
（２４５人）

実施日：さつまいも　令和２年１１月２０日（金）の給食で
使用
　　　　　五関菜　　　令和３年２月２６日（金）の給食で使
用

場所：学校ファーム、教室

内容：さつまいも、五関菜の生産体験
　　　 収穫物の給食使用

食材について興味・関心が
高まった。
地元の野菜への理解が深っ
た。

収穫時期が天候や成長状態
に左右されるため、使用可能
な食材の安定供給が困難。

大久保小学
校

対象：６年生
（全児童）

３９人
（２４５人）

実施日：令和３年２月１９日（金）、２月２２日（月）

場所：６年生教室

内容：家庭科の授業で考えた献立を給食として提供す
る。

児童が考案した献立を提供
することにより、他学年給食
にも興味・関心が高まった。

児童の思いを給食としてどう
取り入れるか、作業工程、価
格、アレルギー等を考慮する
ことが今後の課題である。

高砂小学校 対象：全校児童
１００３人
４回実施

実施日：令和２年１１月、１２月（全３回）
場所：高砂小学校
内容：学校図書館にある絵本に出てくる料理や、食材を
使った料理を給食に取り入れて実施した。
１１月１３日(金)くいしんぼうのクジラ（セルフハンバー
ガー）
１１月２５日(水)きんぴらきょうだい（ごぼうとにんじんの
きんぴら）
１２月２日(水)おでんのおうさま（おでん）

今年度は「食を楽しむ」ことを
テーマに献立を選んだ。
普段とは違った角度から食
に親しむきっかけになった。
児童も食への意識を改めて
認識することで食への意欲を
高めている様子だった。

・喫食中にテレビ放送に集中
するため、限られた給食の時
間の中で適した絵本の選定
が必要である。
・よりよい給食指導につなが
るように、日報等を活用して
事前に担任に詳しい情報提
供しておくと、より効果的であ
る。

本校児童が日頃から苦手とする食材を扱っ
た絵本を活用して、給食の時間に教員や図
書委員会の児童が読み聞かせを行った。（事
前にビデオ録画し、テレビ放送にて実施）
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高砂小学校 対象：全校児童
１００３人
４回実施

実施日：令和３年２月、３月（全４回）
場所：高砂小学校
内容：普段の給食や、家庭科の学習を活かし、冬休み
の課題として５・６年生が献立作成に取り組む。その中
からいくつかの献立を選び、３学期の給食で実施する。
給食週間の取り組みの一つ。
２月２４日(水)洋食屋さん風給食
２月２５日(木)お祭り給食
３月８日(月)春の食材給食
３月９日(火)みんな大好き鬼滅給食

今年度は「食を楽しむ」ことを
テーマに献立を選んだ。
児童発信の献立のため、周
りの児童や下級生の興味・
関心が非常に高かった。

・食材の確保、価格、アレル
ギー対応などの条件がある
ため、選ばれた児童との打
合せ時間が必要である。

給食週間の取り組みの一つとして、１月のテ
レビ放送で選ばれた献立を発表した。その
後、２・３月の給食で提供し、給食だよりで家
庭にも情報提供を行った。
また、今年度は献立の感想を全クラスからも
らったことで、考案した児童だけではなく、給
食を食べた全校児童も給食に向き合い、楽し
んで食べることができた。

　家庭環境等により、一人ひ
とりの課題の差が大きかった
ため、個に応じた意思決定を
することができたとは言い難
かった。また、学習後に振り
返るだけでなく、年間指導計
画を通し、振り返る機会をつ
くるとより効果的である。

常盤小学校 対象：本校２年生

１６３人

実施日：令和２年７月１５日（水）
場所：さいたま市立常盤小学校
内容：おやつの食べ方を考えよう

　普段食べているおやつの
特徴を知り、自分のおやつを
振り返る機会となった。
　まだ自ら食事を作る機会の
ない年齢なので、おやつを食
べることをきっかけとして食
事を選択する際考えて選択
する必要があることを知る機
会となった。

常盤小学校 対象：本校５年生

１４7人

実施日：令和３年２月２６日（金）
場所：さいたま市立常盤小学校
内容：かむことの大切さ

　普段食事をする際にどのく
らい噛んでいるのかを振り返
る機会となった。
　また、よく噛むことの大切さ
（「ひみこのはがいーぜ」の標
語を使用した指導・唾液の効
果・食べ物の分解への関わ
り）も理解することができた。

　コロナ感染症防止対策のた
め、実際に噛むことによる味
の変化を実感しながら学習
することができなかった。
　事前準備に時間がかかり、
教員側の負担が大きかっ
た。

・マナーについての日々の継
続的指導を行っていく必要が
ある。

児童の感想（アンケートより）
・食事のマナーを知ることができた。
・マナーを意識して給食を食べるように気を
付けていきたい。

北浦和小学
校 対象：全校児童

７５０人

実施日：１０月２０日

場所：各教室

内容：絵本「サラダで元気」に出てくる「りっちゃんの元気
サラダ」を再現して提供した。

さわやか読書（朝）で読み聞
かせをしてもらった絵本に出
てくる料理を実際に目で見て
食べることにより、食と読書
への関心が高まった。

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため、会
食中に児童同士が感想を言
い合ったり、絵本の内容を話
して思い出したりすることが
できなかった。

仲本小学校 対象：
第4学年140人
料理クラブ16人

実施日：
2021.2.25（木）、26（金）、3.2（火）（第4学年）
2021.2.22（月)（料理クラブ）

場所：仲本小学校
各教室（第4学年）、家庭科室（料理クラブ）

内容：食事のマナーについて講話、給食

・食事のマナーの大切さを伝
えることできた。和食、洋食
の食べ方の違いを楽しみな
がら学ぶことで、家庭におい
てもマナーについての関心
や意識付けをする機会となっ
た。

北浦和小学
校

対象：全校児童
　　　７０３人
　　　地域の方々
　　　５０人

実施日：１月３１日

場所：各教室

内容：普段お世話になっている地域の方々との「ありが
とう集会」の後、一緒に会食した。児童からのリクエスト
が多かった人気メニューを提供した。

地域の方々との会話を楽し
みながら、人気のメニューを
味わうことができた。異年齢
交流も図れた。後日、防犯ボ
ランティア等で挨拶をする児
童が増えるなど、地域の
方々との距離を縮めることが
できた。

当日になり、急遽出欠席が
変わるため、対応学級の変
更が生じる必要があった。
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岸町小学校 対象：全児童・全
教職員

約750人

実施日：毎月１回以上

場所：岸町小学校

内容：世界各地の料理を給食で提供し、食文化理解や
国際理解・関心を深める。

給食をきっかけに、その国に
ついて興味を持つ児童が増
えた。いつか実際に行って、
本場の味を食べてみたいと
言っている児童もいた。

・給食としてレシピ化されてい
ない国の料理が多いため、
味付けが難しい。
・給食として使用できる食材
が限られている。

南浦和小学
校 対象：全教職員

７８０人

実施日：２０２０年１１月１３日（金）

場所：南浦和小学校

内容：絵本に出てくる食事をアレンジして給食にとりい
れた。
（絵本「ベーコンわすれちゃだめよ！」よりベーコンとた
まごのわすれんぼスープ）

司書の先生と協力すること
で、給食と図書に興味をもつ
児童が増えた。

大量調理として、絵本の中の
献立を展開することが難し
かった。

南浦和小学
校 対象：本校児童

７８０人

実施日：２０２１年１月２６日（火）～２月１日（月）

場所：南浦和小学校

内容：郷土料理・調理器具・世界の給食についての新
聞作り、調理員さんの紹介、クイズ、感謝の言葉等。

残さず給食を食べようと心が
ける児童が増えた。
調理員さんに感謝の気持ち
をもつことができた。郷土料
理・世界の料理を学ぶことが
できた。また、家庭科の学習
を深めることができた。

委員会の年間回数がかぎら
れているため、計画的に準
備する必要がある。

常盤北小学
校 対象：１～６年生

実施日：1月中
場所：校内
内容：
・各学年給食や食に関する作品づくり（標語、カルタ、絵
など）
・低学年と給食調理員との会食
・給食委員会による給食集会

・全校児童が給食や食に関する
作品づくりに取組み、給食や食
に対する関心を高めた。
・代表児童によるビデオ放送で
の発表を行った。
・給食委員会児童や栄養士、調
理員によるテレビ放送を通して、
学校教育への理解を深めた。

新型コロナウイルス感染症
の蔓延により、集会や会食を
行うことができなかった。来
年度も情勢を見つつ、実施
の検討が必要。

全校児童が給食習慣の取り組みに参加し、
全校児童分の作品を掲示した。

岸町小学校 対象：６年生児
童・担任

約120人

実施日：令和3年3月10日（水）

場所：岸町小学校

内容：「浦和のうなぎを育てる会」の協力のもと、地元の
うなぎ屋さんで焼いたうなぎのかば焼きを提供する。

本校では、運動会等の行事
で「うなぎおどり」を行い、３年
生の総合の時間にうなぎの
学習をしているため、実際に
給食で提供することで、地元
浦和のうなぎに対する関心を
高めることができた。

・地元の協同組合の協力が
あってできることであるため、
全学年での提供が難しい。
・教育課程との関係で、うな
ぎについて学ぶ時間の確保
が難しい。

北浦和小学
校 対象：全校児童

７５０人

実施日：３月９日～１２日

場所：各教室

内容：６年生が家庭科の授業で考えた献立を、再現して
給食として提供した。

６年生が工夫して考えた献立
を実際に提供することで、給
食や家庭科の学習に対する
興味・関心が高まった。

栄養バランスのについての学習
で考えた献立であったが、代表
として選ばれた献立の栄養バラ
ンスのよさについて伝えていな
かった。そのため、他学年にとっ
ては６年生が考えた栄養バラン
スの整った給食ではなく、６年生
が考えたおいしい給食という認
識で終わってしまった。
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沼影小学校
対象：本校児童
実施回数：６回
参加者：
１１７０人（職員
含）

実施日：２０２０年１０、１１月中の６日間

場所：沼影小学校

内容：学校図書館にある本に出てくる料理や食材を使っ
た献立を実施した。

・実施日の平均残食率：３．３％
・１０月の図書貸出数：１８１７冊
・１１月の図書貸出数：１８６３冊
・おはなし給食の題材にした本を
読みに来る児童が増加した。

・全員が食べられるようにア
レルギー等に配慮した料理
やレシピを考えることが難し
い。

・図書集会では、おはなし給食の題材にした
絵本の児童による読み聞かせや、おはなし
給食の宣伝、紹介などを行った。
・当日の給食の関心を高めるため、献立表、
盛り付け表でおはなし給食の紹介をした。

南浦和小学
校 対象：全教職員

７８０人

実施日：２０２１年１月２６日（火）～２月１日（月）

場所：南浦和小学校

内容：家庭科の授業で考えた献立を提供する。

児童が考案した献立を提供
することにより、家庭科の学
習がより深まった。

価格、作業工程、アレルギー
等を考慮して献立を考えるこ
とが難しい。

全校児童に6年生が考えた
献立ということを伝えるため
に、児童に配布資料を作って
もらうなど工夫していきたい。

浦和別所小
学校

対象：全校児童・
教職員

1160人

実施日：2021年2月15日、18日、22日、26日

場所：浦和別所小学校

内容：6年生が家庭科「くふうしよう おいしい食事」の授
業で考えた献立を提供する

全校児童が食べる給食というこ
とを考慮し、テーマを決め栄養
価・旬・価格・彩りなど考えながら
立てることができた。６年生が考
えた献立の盛り付け図を掲示
し、関心を高めることにつながっ
た。昨年度までは、6年生の欠席
児童が多く食べられない児童が
多くいたが、日程を遅くし配慮で
きた。

食べたいものが出てくる本を
探すことが主となってしまっ
た。

・図書委員が低学年向けの絵本「ねぎぼうず
のあさたろう」を読み聞かせ、その日の給食
に「ネギたっぷりラーメン」が提供された。そ
れまで貸し出されることが少なかった「ねぎ
ぼうずのあさたろう」シリーズの本の貸し出し

数が大幅に増えた。

浦和大里小
学校 対象：全児童

880人

実施日：2020年10月

場所：各教室

内容：読書週間に合わせて、図書館司書が選んだ本に
出てくる料理を給食で再現し、児童に紹介した。

給食と図書のコラボにより、
特に低学年を中心に喫食率
と本の貸し出し率の増加につ
ながった。

善前小学校 対象：全校児童

６２０人

実施日：２０２０年１１月５日、１１日、１３日、２５日、２７日
場所：教室
内容：学校図書館にある絵本に出てくる料理や、食材を使った
料理を給食に取り入れて実施した。
１１月　５日…わかったさんのプリン（プリン）
　　　　　　　　男子弁当部（ビビンバ丼）
　　　 １１日…大どろぼうホッツェンブロッツ（じゃがいものから
あげ）
　　　 １３日…わかったさんのドーナツ（ドーナツ）
　　　 ２３日…こまったさんのハンバーグ（ハンバーグ）
　　　 ２７日…こまったさんのオムレツ（オムレツ）

本に出てくる料理を実際に目
で見て、味わうことにより、食
と読書への関心が高まった。

使用した本の紹介や読み聞
かせなどができるとよかっ
た。
図書館教育との共催のた
め、次年度は未定。

コラボ給食（ドーナツ）

善前小学校 対象：全校児童

６２０人

実施日：２０２１年１月１８日～１月２２日
場所：善前小学校
内容：学年ごとに給食標語や給食かるたの作成
　　　 栄養技師、調理員さんへ感謝の手紙の贈呈
       給食室の様子の紹介
　　　 給食委員による栄養に関するクイズや劇のテレビ放送
　　　 給食マナービンゴ
　　　 ワゴンチェック

・給食標語や給食かるたを作成した
ことで、地元の食材を知ったり、栄養
について考えたりすることができた。
・給食を作ってくれる方々に日頃の
感謝の気持ちを伝えることができ
た。
・劇やクイズなど楽しく栄養について
知ることができた。

感染症予防の徹底を図り、
食の大切さを伝える活動を
行っていきたい。
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原山小学校 対象：全児童
　　　　734人

実施日：2021年1月下旬～2月上旬
内容：５・６年生の家庭科の学習との連携を図り、バラン
スの取れたおすすめ献立を考案。各クラス1名選出し、
実際に給食にて提供。また、選出された児童は、そのメ
ニューについて、給食の時間にテレビ放送で説明をし
た。

給食の献立を考えるという目
的意識をもち、進んで学習に
取り組むことができ、栄養バ
ランスについての理解を深め
ることができた。

向小学校 対象：

○人

実施日：２０２1年１月
場所：各教室
内容：６年生の家庭科の学習をいかし、給食週間の取り
組みとして、大切な人に食べさせたい給食を考える。各
クラスより献立を選び給食で提供する。選ばれた児童
は、給食放送で自分が考えた献立の説明を行う。

辻南小学校 対象：全校児童
　　　全教職員
５１９人

実施日：毎月１回
場所：学校
内容：世界各地の料理を給食で提供する。

色々な国の食文化を理解す
ることにつながった。

日本では購入できない食材
もあるので、本物の味ではな
い場合もある。

辻南小学校 対象：全校児童
　　　全教職員
５１９人

実施日：毎月１回以上
場所：学校
内容：日本各地の郷土料理を給食で提供する。

日本の伝統ある優れた食文
化やその地域の食に関わる
歴史が理解できた。

給食では料理が加熱調理の
提供なので、郷土食の種類
が限られる。

使用した絵本の読み聞かせ
などをできるとなおよかった。

尾間木小学
校 対象：

1150人

実施日：10月　読書週間

場所：各教室

内容：絵本に出てくるメニューの給食での提供と併せ
て、テレビ放送で図書館司書が読み聞かせを行い、児
童の読書への意欲関心を高める。

絵本に出てくるメニューに直
接触れることで物語をより身
近に感じる事が出来た。ま
た、読書への関心が高まっ
た。

三室小学校
対象：全校児童

実施日：２０２０年１０月
場所：各教室
内容：絵本に出てくる食べ物を再現して給食に取り入れた。
「１１ぴきのねことあほうどり」からポテトコロッケ　１０月１２日
「１ねん１くみ１ばんくいしんぼう」からチキンカレー　１０月１３
日
「男子☆弁当部」から厚焼き卵　１０月１５日
「パンダ銭湯」からパンダあんまん　１０月２７日
「つるばら村のパンやさん」からはちみつのパン　１０月２９日
など全９回実施

図書室前に秋の読書月間お
はなし給食コーナーを設け、
給食の盛り付けの写真と共
に絵本を紹介したことで食と
読書への関心がより高まっ
た。
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実施日：2021.3.10(水)、11（木）、12（金）
場所：美園北小学校
内容：家庭科の授業で児童が考えた献立を給食で提供
する。

6年生が考えた献立を提供す
ることにより、食に対する理
解が深まる。１～5年の児童
は、家庭科の学習に対する
期待が高まった。

児童が考えた献立を価格や
調理作業などを考慮して、ど
こまで忠実に実施できるかが
難しい。

大牧小学校 対象：
全児童
５４４人
年８回

実施日：食育の日（毎月１９日）
場所：各教室
内容：各県の郷土料理を提供
　　プリント配付（県の特徴、特産品、郷土料理など）

各県の特産品や食文化を紹
介することで、食への興味関
心が高まった。各地の食文
化を知ることができた。

野田小学校

対象：本校児童
156人

【交流給食】
図書委員10名
図書ボランティア
6名

実施日：2020年11月12日

場所：各教室

内容：学校図書館にある絵本に出てくる料理を
　　　給食で提供。
　　　「だんごむしパン」（ばばばあちゃんのなぞなぞ絵
本　～蒸しパンのまき～より）
　　　図書ボランティアにも給食を試食してもらう。

大牧小学校 対象：
全児童
５４４人
年１回

実施日：３月
場所：各教室
内容：５・６年生の家庭科の学習をいかし、給食週間の
取り組みとして、５年生が夢のみそ汁、６年生が夢の給
食を考えた。学年１点の代表作品を３月の給食で提供。

家庭科の学習と連携して、献立
をたてることで、栄養のバランス
の良い食事について理解が深
まった。実際に給食に出るという
ことは、児童にとって魅力的で生
き生きと学習に取り組んでいた。
各クラスの代表作品を掲示した
ところ、他学年児童から「おいし
そう」「楽しみだ」などの声があっ
た。

絵本に出てくる料理を、実際
に目で見て食べたり、該当す
る絵本の読み聞かせ会を開
催したりすることで、児童の
食と読書への関心が高まっ
た。

特になし

・事前に読み聞かせをして、絵本の中に出て
くる蒸しパンのうち、どんな蒸しパンが給食に
出るかクイズにしたので、児童も当日を楽し
みにしていた。

全国各地の料理を実施した
いが、施設設備、人員によ
り、提供する料理に制約があ
る。

美園北小学
校 対象：全児童

７７５人

実施日：毎月1～2回
場所：美園北小学校
内容：日本各地の郷土料理を提供する

全国各地の郷土料理を食
べ、その地域について知るこ
とができる。

献立すべてをその地域の郷
土料理にすることが難しい。

美園北小学
校

対象：全児童

775人

芝原小学校
対象：全児童
794人　　２回

実施日：10月13日（火）、10月28日（水）
内容：本に出てくる給食を再現し、給食の時間にテレビ
放送で本の読み聞かせを行った。10月13日：『おいもこ
ろころ』（いもとようこ　金の星社）、10月28日：『オムライ
スヘイ』（武田美穂　ほるぷ出版）

本に出てくる料理を実際に目
で見て、味わうことにより、食
と読書への関心が高まった。

事前に教室に「ランチタイム
しばはら」（お知らせ）を配付
して、本の内容等を伝えてお
くと、各学級での指導をより
効果的に行うことができる。
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ごはんと味噌汁を使った、本
来の授業に見合っていない。

太田小学校 対象：全校児童
　　　全教職員

660人

実施日：2021年2月1日（月）～26日（金）
場所：学校
内容：6年生が、家庭科「くふうしようおいしい食事」で考
えた献立を給食で提供する。
給食時間中に、献立を考えた班員で給食のアピール放
送をし、五感で6年生の給食について学ばせる。また、
「6年生を送る会」と同時期に行うことで、6年生への感
謝の心や6年生の素晴らしさを喫食者に実感させる。

給食に出る前提で考えること
で、価格や組み合わせも考
慮して献立が考えられた。

川通小学校 対象：全校児童

１26人

実施日：令和２年１０月２７日

場所：各教室

内容：司書の先生がお勧めする絵本の中に出てくる美
味しそうなメニューの再現

絵本の中に登場するピッツァ
と同じ形での再現だったた
め、興味を持って食べてくれ
た。また、絵本の貸出数も増
えた。

再現可能な献立か、具体的
なレシピがあるかなど、司
書・調理員などで協議が必要
である。

図書委員会による読み聞かせ
（今年は「ピッツァぼうや」の絵本です）

対象：全校児童
　　　全教職員

660人

実施日：毎月1回
場所：学校
内容：世界各地の料理を給食で提供する。

世界の料理を味だけでなく、
見た目や香りなどの五感か
らも知ることができた。

主食、主菜、副菜の全てを、
その国の料理でそろえること
が難しい。

太田小学校 対象：全校児童
　　　全教職員

660人

実施日：毎月1回以上
場所：学校
内容：日本各地の郷土料理を給食で提供する。

各地の郷土料理を味だけで
なく、見た目や香りなどの五
感からも知ることができた。

慈恩寺小学
校 対象：６年生

　　　　５３人

実施日：１２月
場所：さいたま市立慈恩寺小学校
内容：卒業前にもう一度食べたい給食を、１食分の献立
に描く。

主食、主菜、副菜の組み合
わせや、５大栄養素のバラン
ス、彩りなど、家庭科の調理
で学んだことを活かし、献立
作成することができた。

和土小学校 対象：全校児童

１７５人

実施日：２０２１年１月２６日（火）

場所：動画視聴

内容：給食調理員に感謝の手紙の贈呈
給食委員による食に関するクイズや劇

給食作りのビデオを視聴し、
調理員さんへの手紙に取り
組むことで、感謝の気持ちを
表すことができた。給食委員
によるクイズや劇で、楽しく食
について学ぶことができた。

給食委員の児童の企画や練
習に、適切に支援していきた
い。

主食、主菜、副菜の全てを、
その地域の料理でそろえるこ
とが難しい。

太田小学校
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題

取組の様子など
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事業名
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実績　（令和２年度）
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西原小学校 対象：全校児童
648人

実施日：２月４日、２月５日、２月８日

場所：教室

内容：家庭科の授業で６年生の児童が作成した献立の
中から、バランスの良い献立を選び、６年生献立として
実施する。

・６年生は低学年も食べられ
るような内容を考えて、献立
を作成していた。低学年に対
して、思いやりの気持ちを育
むことができた。
・他学年は６年生に対して、
感謝の気持ちを持つことがで
きた。

・コロナ禍であったため、６年
生ひとりひとりが献立を作成
した後にグループ学習ができ
なかった。

徳力小学校 対象：児童・職
員・給食スタッフ
人

実施日：2020年12月15日、2021年3月11日

場所：各教室、職員室、調理室

内容：
①給食において、さいたま市防災課から提供されたア
ルファ米を利用した災害時メニューの提供
②各クラスにおいて、アルファ米を水で作る実験・観察
③給食時に、災害時メニューの説明を放送する。

東日本大震災の発生した日に提
供された災害メニュー（アルファ
米）を実際に作ってみたことで、
各自の意識が高まり、残菜がと
ても少なかった。また、全校児童
で行う14:46の黙とうにも、一連の
関連性をもたせることができた。
給食室でも調理員が災害メ
ニューに取り組むことで、災害時
の対応について教育をすること
ができた。

アルファ米をパック詰めする
のに調理員の人数が必要
だった。

城北小学校 対象：全校児童

740人

実施日：2月1日

場所：城北小学校

内容：学校図書館にある絵本に出てくる料理「ひみつの
カレーライス」を給食に取り入れた。

給食と図書のコラボにより、
給食と図書に興味をもつ児
童が増えた。

給食委員会や図書委員会に
よる宣伝があるとより関心を
高めることができたと考え
る。
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○中学校・特別支援学校 

【西 区】 ・馬宮中学校 ・大宮西中学校 ・宮前中学校 ・土屋中学校  

【北 区】 ・泰平中学校   

【大宮区】 ・大宮北中学校 ・桜木中学校 ・三橋中学校 ・大成中学校 ・第二東中学校 

 ・大宮国際中等教育学校  

【見沼区】 ・七里中学校 ・春野中学校  

【中央区】 ・与野南中学校   

【桜 区】 ・土合中学校   

【浦和区】 ・木崎中学校 ・本太中学校 ・浦和中学校 

【南 区】 ・岸中学校 ・内谷中学校  

【緑 区】 ・美園中学校 ・尾間木中学校 ・さくら草特別支援学校 

【岩槻区】 ・岩槻中学校 ・川通中学校 ・城南中学校 

※小学校の食育取組状況は P28～40 
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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宮前中学校 対象：第2学年全
生徒

１６３人

実施日：2学期

場所：さいたま市立宮前中学校

内容：家庭科の授業で調理の基本の復習をした後、焼
き魚・肉を使った汁物の調理実習を行った。

調理の基本を復習しながら、
安全・衛生に注意して、各自
が調理を行えた。

感染症対策のため、家庭科
教員、アシスタントティー
チャー、栄養教諭と3名での
指導となった。複数の教員が
必要な実習となった。

家庭で生徒が調理をすることは少ないと思っ
た。実際に調理作業をしてみると、調理に関

心があり、楽しく実習ができた。

宮前中学校 対象：第1学年全
生徒

１５９人

実施日：2学期

場所：さいたま市立宮前中学校

内容：中学生に必要な栄養・健康的な食生活について
復習し、生徒それぞれが1日分の食事の計画を作成し
た。

中学生に必要な栄養・食事
の計画を食品群別摂取量を
踏まえて学習で来た。

生徒は、食事と健康が密接
にかかわっていることは理解
できていたが、苦手な食品、
料理を食べようとする意欲が
低い生徒もいた。

実際の給食のスライドを見せながら、中学生
に必要な栄養について説明しました。

配布物や給食時の放送で献
立の意図や生徒への思いを
伝えたが、より効果的な方法
を検討したい。

泰平中学校 対象：全校生徒・
教職員
453人

実施日：2020年10月29日
場所：各教室
内容：小中一貫教育つぼみの日に、学区内２校の小学
校と共通の献立を実施した。

小中学校で共通の献立を食
べることで、新入生を歓迎す
る気持ちを高めることができ
た。

生徒は、食事と健康は、密接
にかかわっていることは理解
できたが、給食で、苦手な野
菜料理を残さず食べることに
は、実践できていない生徒も
多数いる。

　調理実習では、鰯の手開きを行い、鰯のム
ニエルの調理を行った。上手にできた生徒
は、鰯の手開きの苦手な生徒に教えるなど、
協力していた。生徒にとって、効率的で衛生
的な調理、美味しい料理を自ら作る作業は、
食生活と自立という家庭科の授業でとても大
切なことだと感じた。

土屋中学校 対象：２学年生徒

１６７人

実施日：２０２０年５月～２０２０年９月
場所：家庭科調理室、コンピュータ室

内容：家庭科教諭による授業：
食生活と自立　食事の計画　調理をしよう
肉の調理・魚の調理・野菜の調理

　中学生に必要な栄養、調理
の計画を食品群別摂取量を
踏まえて、学習できた。作成
した献立を給食に取り入れ
た。肉、魚、野菜それぞれの
特徴や調理上の取扱い方や
調理実習を通して、安全な調
理方法や調理の基本を学習
できた。

大宮西中学
校

対象：第２学年全
生徒

１５２人

実施日：２学期、３学期
場所：大宮西中学校
内容：２年生の家庭科の授業の中で中学生の１日に食
事の内容について学ぶ中で、給食１食分の献立を作成
する。生徒が作成した献立の中から栄養士が選んだ献
立を実際の給食で提供する。

献立を実際の給食に取り入
れることで、生徒の給食に対
する興味関心が高まり、残食
減少につながった。

特になし

馬宮中学校 対象：全生徒

４１０人

実施日：令和２年６月～令和３年３月

場所：各教室

内容：毎月19日の食育の日に、日本各地の郷土料
理や地場産物を食材として取り入れた献立作成を
おこなった。

給食の献立をモデルとして栄養バランス
や献立の統一感を整える献立作成につい
て、理解を深めることが出来た。作成した
献立の中からバランスの取れ優れた献立
について、給食の献立に取り入れた。季
節ごとの日本各地の郷土料理を、新メ
ニューとして昨年比５０％増採り入れた。
珍しい食材や料理を採り入れる用すること
で、各地域の特色や流通への知識・理解
及び職への興味・関心を高めることができ
た。各クラスへの配付プリントを、今年度よ
りカラーとすることで、視覚的に生徒の興
味を高められるよう工夫した。

献立作成についての理解度につい
ては、個人差が激しい。
家庭科の授業だけに留まらず、毎日
の給食の献立内容や、献立表、食
育だより、放送資料などの充実をは
かることで、食への興味関心や理解
を深めるように努力したい。
　新しい献立や珍しい食材を使用し
た結果、単価が上がってしまう。給
食費の調整を、計画的に行う必要性
がある。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
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大宮北中学
校 対象：全校生徒

３１７人

実施日：１月２１日

場所：教室（放送及び給食委員による指導）

内容：給食委員会主催の朝礼で、風邪予防のための食
材や食生活等を紹介した。また、給食委員が考えた給
食献立（栄養職員監修）を発表し２月の給食に取り入れ
るようにした。

冬が旬の野菜などの食材を
知ることができ、風邪やイン
フルエンザ対策にも役立つこ
とが理解できた。さらに、ＳＤ
Ｇｓの目標と関連させ、飢餓
や残菜と給食に関する考え
をもたせた。

給食週間に合わせての発表
なので、より給食についての
アピールをしたい。

大宮北中学
校 対象：１年生

１１７人

実施日：２学期

場所：教室

内容：小学校で学んできた栄養について振り返り、さら
に深く食品や栄養について学習し、中学生の１日に必
要な栄養を賄えるような献立作成を実施した。

成長期に必要な栄養につい
て考えることができ、好き嫌
いだけでなくバランスを考え
た食生活について関心を持
つようになった。

泰平中学校
対象：１学年生徒
136名

実施日：2020年10月
場所：各教室
内容：中学生の１日に必要な食事内容について学び、
給食一食分の献立を作成する。作成した献立の中か
ら、生徒の見本となる献立を給食に取り入れ、提供し
た。

生徒が作成した献立を実際
の給食に取り入れることで、
食に対する興味関心が高
まった。

掲示物などを活用し、生徒が
学習内容を振り返り、深める
場面を作りたい。

三橋中学校 対象：中学１年
　　　  中学２年

３０５人

実施日：令和２年１１月～令和３年２月

場所：各教室

内容：中学生の食習慣（主に朝食の重要性について）

朝食の重要性について理解
した上で、自分の朝食を振り
返り、毎日主食、主菜、副菜
バランスよくとるためにはど
のような生活をしていけば良
いのか考えさせる機会を与
えることができた。

一部の生徒は朝食を自分で
作ったり、前日までに用意し
たりして、授業内容と実生活
と結びつけることができた
が、家庭の事情等により変
化できていない生徒もいるた
め、継続して食育だより等も
活用し、家庭と連携しながら
指導をしていく必要がある。

感想用紙より
・朝ご飯を食べると脳や体に良いことがたくさ
んあると分かった。パンやご飯だけしか食べ
てない日が多いので、昨日の夕飯の残りや
作り置きなどを使ってバランスのよい食習慣
を心掛けていきたいと思った。
・朝起きることが苦手で朝ご飯を食べられて
いないので、朝ご飯の時間をとることができ
るように、早く寝て生活リズムを整えていきた
いと思った。

桜木中学校 対象：中学１年生

１３８人

実施日：２０２０年６月
場所：コンピューター室

内容：１年生の家庭科の授業の中で学校栄養士とＴＴに
よる授業を行った。①何をそれだけ摂ればよいのか栄
養バランスを考える。②学校給食の特性である大量調
理から、調理作業、安心安全等を考えて作成する。
　生徒が考えた献立から数点実際の給食の献立に取り
入れて実施した。

成長期に必要な栄養につい
て配慮し、栄養バランスが良
い献立を考え、実際に給食
に取り入れることで、食生活
に興味関心を持てた。給食
の献立に多く使用されている
食品の必要性について理解
を深めることができた。

何をどれだけ食べれば栄養
バランスが良いのか。何を
（食品の種類）は理解できた
が、どれだけ（分量）が理解
できていない。分量が理解で
きる教材教具の工夫が必要
である。

意識は持つようになったが、
給食を見ると、野菜や海草な
どの残食率が高かった。給
食と連携をとるなど、より効
果的な学習方法を取り入れ
たい。

三橋中学校 対象：中学２年

１０２人

実施日：令和３年１月～２月

場所：各教室

内容：クラス担任と道徳の授業を行い、命の大切さ、食
べ物や食品に関わる人々への感謝の気持ちを育む。

食べ物や食品に関わる人々
へ感謝の心を育てるきっか
けを作ることができた。給食
の残食率も低下させることが
できた。

特になし

感想用紙より
・当たり前に食べている食べ物にも命があっ
たのだから、感謝をして食べていかなければ
いけないと思った。
・動物を殺してしまうのはとてもかわいそうだ
けど、私たちが生きていくためには命をいた
だかなければいけないので、好き嫌いをせず
にちゃんと食べていこうと思った。
・料理を作ってくれている人に感謝の気持ち
こめて挨拶をしていきたいと思った。
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大宮国際中
等教育学校 対象：

中学２年生
１６０人

実施日：令和３年２月３日（水）

場所：大宮国際中等教育学校

内容：生徒による給食の残食データをもとにした発表、
栄養教諭による給食について（栄養管理・衛生管理・調
理等、使用食材について）の講話、日々の給食が作ら
れるまでの動画視聴

食を大切にする心や、フード
ロスについて考えるきっかけ
となった。

継続して意識付けしていくこ
とが課題である。

大宮国際中
等教育学校 対象：

中学１年生
１６０人

実施日：令和２年１２月７日（月）

場所：大宮国際中等教育学校

内容：給食について（栄養管理・衛生管理・調理等、使
用食材について）の動画視聴後、感謝のメッセージ作成

食を大切にする心や、感謝
の心を育てるきっかけとなっ
た。

継続して意識付けしていくこ
とが課題である。

初めての1年生は勿論、2，3
年生も年1回で記憶が薄れて
いるよう。毎年何らかの形で
取り組めるといい。

アンケートより
・思ったよりおいしかった。
・作り方がわかって楽しかった。
・いざというときに役立つ。

七里中学校 対象：本校生徒
職員保護者
1回
284人

実施日：2021年1月25日（月）、3月5日（金）

場所：七里中学校

内容：さいたま市の防災備蓄米（アルファ米）の作り方を
知るとともに、食品の衛生的な扱いを学ぶ。

給食委員が代表で作成。1年
生はその様子を全員で見
学。安全担当の先生の話と
県のパンフレットを防災課よ
りいただき配付。
試食会で保護者にも体験し
ていただいた。

大成中学校 対象：全校・生徒
　　　職員
　　４３０人

実施日：　実施できなかった（予定日：12月→１月→2
月）

場所：体育館

内容：給食の栄養バランス、食事への感謝、食品ロスに
ついて

詳細は未定であるが、同様の内容で取組を
実施する予定

第二東中学
校 対象：全校生徒・

職員
５９０人

実施日：令和２年１２月１４日・１５日・１６日

場所：第二東中学校

内容：図書室に置いてある本に出てくる料理を給食で再
現する。
①アリアケのハヤシライス（「流星の絆」）
②ノギ屋の鶏飯（「精霊の守り人」）
　タンダの山菜鍋（「精霊の守り人」）
③かぼちゃ蒸しパン（「ぐりとぐらとすみれちゃん」）

・実際に借りることのできる
本と結びつけたことにより、
献立や使っている食材にも
興味をもつ生徒が増えた。

今回は初めてだったこともあ
り栄養教諭と図書館司書の
みの打ち合わせで行ったた
め、委員会での活動にできる
とよかった。

第二東中学
校 対象：３学年生徒

１７９人

実施日：令和２年１１月２６日・２７日

場所：３学年各教室

内容：受験間近で生活習慣や食生活が乱れてくる時期
なので、受験に向けた体調管理を食事の面から伝え
る。
朝食、間食、カフェインについてなど

・事前アンケートをもとに行っ
たことで、自分の食生活を振
り返り、改善しようとする意欲
がみられた。

パワーポイントをテレビに映
して行ったが、見えにくい部
分があったようなので改善が
必要。
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協働 ○

実施日：１月
場所：春野中学校
内容：日本各地の郷土料理を給食で提供するため、調
べ学習を行った。新聞を作成し、生徒昇降口に掲示し、
その県の食文化の紹介や料理の説明をした。

各地の郷土料理を味だけで
なく、写真やイラストを取り入
れることで、視覚的に伝える
ことができた。

生徒が調べたことに対して、
いかにアレンジして給食を提
供することができるか検討が
必要である。

春野中学校
対象：全校生徒
６００人

実施日：令和２年１２月
場所：春野中学校
内容：生徒の給食委員会、図書委員会、放送委員会がコラボ
企画をし、実施した。学校図書館にある絵本に出てくる料理
や、食材を使った料理を給食に取り入れて実施した。また、放
送委員が、給食時に読み聞かせを行った。
メニュー『こまったさんのカレーライス』より、いかカレー
メニュー『バムとケロの空の旅』より、ケチャップライス・グラタン
メニュー『こまったさんのスパゲティ』より、スパゲティ・ア・ラ・ボ
ロネーゼ

本校生徒が興味関心のある
絵本を活用して、給食の時間
に放送委員会の生徒が読み
聞かせを行った。普段とは
違った角度から食に親しむ
きっかけになった。生徒も懐
かしんで食べることができ、
食への興味関心が高まっ
た。

・より多くの絵本から、献立を
作成し、来年度へも繋げてい
きたい。

木崎中学校 対象：木崎中学
校全生徒

792人

実施日：2021年1月22日(金)～29日(金)
場所：さいたま市立木崎中学校
内容：給食委員を中心に調理員さんへの感謝の色紙の
作成

生徒全員で取り組むことによ
り、一人ひとりが食事ができ
ることへの感謝の気持ちを持
つことが出来た。

３年生の私立高校の入試と
重なる期間があり、色紙の作
成に時間がかかるクラスが
あったため、私立入試の時
期をずらすなど、落ち着いて
取り組める期間を設定してい
く。

土合中学校
対象：全校生徒

実施日：2021年1月22日～1月29日

場所：校内

内容：給食集会を行い、給食室の様子を紹介。調理員
さんへの感謝の色紙の作成。リクエスト献立の実施

給食に従事する人への感謝
の気持ち、食べられることへ
の感謝の気持ちを育てるきっ
かけになった。リクエスト献立
を実施することにより、給食
への興味関心、残さず食べ
ようという気持ちを促すこと
ができた。

与野南中学
校 対象：全校生徒

実施日：毎日
場所：各教室
内容：給食時間の全校放送を通して、当日の献立に使
用した地場産物の紹介や栄養、また、生徒にとって身
近な学校行事を絡めながら、体のコンディションづくりと
食との関係を伝えた

・生徒の食への関心を高める
ことができた。
・地元の食材を給食に取り入
れ紹介していくことで、農家
や生産者の方への感謝の気
持ちや地場産物に対する意
識が高まった。

七里中学校 対象：本校生徒
職員
1回
300人

実施日：2020年1月27日（月）～1月31日（金）
場所：七里中学校
内容：１日目は１品、２日目は２品と品数を増やしてい
き、残食を減らしていく取組。校内放送で残食率を発表
してもらったり、すべてのクラスに賞状を授与した。

日ごろからあまり食べないク
ラスが、頑張って食べようと
する努力が見られ、残食が
減った。

キャンペーンが終わった後、
残食が増えてしまう。

給食委員の生徒が、呼びかけやおかわりを
配ったりとよく活動した。

春野中学校
対象：全校生徒
６００人
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度

対象、実施回数・
参加者数等

実施日、場所、内容 成果 課題
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取組の様子など担当課所

協働の有無

事業名

（新規/継続）

目標　　５つの「食べる」
対象ライフステージ
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対象：

７００人

実施日：2月1日～3月

場所：本太中学校

内容：本太中学校の図書館にある本のなかから、司書
の先生や図書委員会の生徒が、食べてみたい食事が
あり、読んでほしい本を選び、給食で再現し、図書委員
の生徒が放送により内容について放送する。

本への興味が、給食をとおし
て深まった。

今年度は、コロナ禍で前期の
委員会活動に制限があり難
しかった。来年度は読書月間
に合わせた開催としたい。

生徒の考えた「カルシウムたっぷり給食」

生徒中心に行うため、計画
的に取り組まないと献立や
発注が間に合わない。

食べ慣れない味や、香辛料
の臭いが苦手な生徒もいる
ので、本場の味に近づけるこ
とが難しい。

韓国料理(ご飯　牛乳　ヤンヨムチキン　ナムル
トックスープ)

岸中学校 対象：
全校児童
全教職員
650人

実施日：毎月1回
場所：学校
内容：日本各地の郷土料理を給食で提供する。
昼のテレビ放送では、給食委員会の生徒と栄養教諭が
その県の食文化の紹介や料理の説明をする。

各地の文化に興味を持つよ
うになり、毎月の実施する日
を楽しみにするようになっ
た。郷土料理を味だけでな
く、見た目や香りなどからも
知ることができた。

手に入りにくい食材や作業的
に無理な料理がある。

愛知県(ひつまぶし　牛乳　きしめん汁　鬼まんじゅう)

岸中学校 対象：
全校児童
全教職員
650人

実施日：毎月1回
場所：学校
内容：世界各地の料理を給食で提供する。
昼のテレビ放送では、給食委員会の生徒と栄養教諭が
その国の食文化の紹介や料理の説明をする。

各国の文化について興味を
持つようになり、毎月の実施
する日を楽しみにするように
なった。世界の料理を味だけ
でなく、見た目や香りなどか
らも知ることができた。

岸中学校 対象：
全校児童
全教職員
650人

実施日：①11月4日（水）②2月10日(水)
場所：各教室
内容：①図書委員が選んで考えた本の中の料理を、給
食で再現し、各クラスで読み聞かせをした。献立は「ア
ルプスの少女」からスイス料理を実施した。②体育委員
と給食委員がカルシウムと運動についてTV放送で発表
たした。献立は生徒の考えた「カルシウムたっぷり給
食」を実施した。

①本に登場する料理を食べ
ることにより、食と読書への
関心が高まり、。図書室の利
用率も高くなった。

②体育と給食委員がカルシ
ウムの重要性を発表すること
により、牛乳の残食が減っ
た。

浦和中学校 対象：第１学年全
生徒

８０人

実施日：2020年7月・9月

場所：浦和中学校

内容：：１年生の家庭科の授業の中で中学生の１日に必
要な食事の内容について学び、給食１食分の献立を作
成する。生徒が作成した献立の中から栄養士が選んだ
献立を実際の給食で提供する。

成長期に必要な栄養の特色
を知ることで、給食の献立に
多く取り入れられている食品
の必要性について理解を深
めることができた。また、作
成した献立を実際の給食に
取り入れることで、生徒の食
に対する興味関心が高まっ
た。

生徒がテーマに沿って考え
作成した献立について、調理
作業内容とのバランスを考え
ながら給食献立に反映させ
ることが必要である。

本太中学校 対象：

７００人

実施日：全国学校給食週間

場所：本太中学校

内容：1週間をとおして、給食委員会を中心に、①給食
週間について②調理員へのインタビュー③給食標語の
発表④私たちの食・本太中学校の給食についてなど、
SDGｓをからめ調べたことなどを昼の放送や掲示物を作
成し取り組んだ。

調理員のインタビューや栄養
教諭の話から、当たり前のよ
うに食べている給食や食に
ついて、考える良い機会とな
り、喫食率も高くなった。

給食委員会で集まって時間
をかけ取り組むことができな
かったので、限られた人数で
の取り組みとなってしまった。

本太中学校
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食を大切にする心や、感謝
の心を育てるきっかけとなっ
た。

生徒、調理員が関わりあう良
い機会なので、全校生徒が
参加できる機会をもてるよう
検討していきたい。

時期的に給食費との調整が
難しかった。

給食委員で集計し、給食委員会発行の「まん
ぷく新聞」で結果を発表した。

岩槻中学校 対象：給食委員

26人

実施日：2021年2月17日（水）

場所：岩槻中学校

内容：給食委員を中心に調理員さんへの感謝と手紙の
作成

さくら草特別
支援学校

対象：児童生徒３
７人、教職員、保
護者

実施回数：毎月１
回

実施日：毎月１９日前後
場所：学校
内容：世界の料理を紹介する。

様々な国の料理を体験する
ことで、味覚の幅を広げるこ
とができた。

食育だよりで家庭へ情報提
供した。レシピを掲載するな
ど家庭でも取組めるようにし
ていきたい。

尾間木中学
校 対象：全校生徒

６７０人

実施日：令和２年１月
場所：学校
内容：『ＴＯＰを争え！まんぷくグランプリin尾間木』
主食・主菜・副菜・汁物・デザートのそれぞれのメニュー
から自分の好きな料理を選んでもらい、１位になったメ
ニューを中心に給食の献立に取り入れた。

コロナ禍で楽しい給食時間を
過ごすことができない中で、
生徒たちが主体となって行っ
た取組で給食時間の楽しみ
が増えたことはよかった。普
段何気なく食べている給食
のメニューを改めて振り返る
いい機会になった。

・放送委員会や給食委員会
とも連携した取り組みを行え
ば、もう少し盛り上がったとい
える。

美園中学校 対象：全校

３４５人

実施日：２０２１年１月２５日（月）～２９日（金）

場所：美園中学校

内容：給食委員会による朝礼の実施（放送）、掲示物作
成。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全校生徒対象のリク
エスト給食の実施。

・給食を作ってくれている生
産者、調理員等への感謝の
気持ちを持たせることができ
た。
・生徒の食の嗜好を把握し、
給食を提供することで、残菜
が減った。

・生徒の嗜好に沿った献立作
成により、給食献立の栄養
価（鉄分、塩分、カルシウム）
が通常よりも少し低下してし
まった。

美園中学校 対象：全校

３４５人

実施日：２０２０年１２月７日（月）～１１日（金）
場所：美園中学校

内容：図書委員が推薦する本に登場する料理を給食で再現。
あらすじと料理が出てくるシーン、料理のイラスト等を書いたお
すすめポスターを作成した。
「オトタケ先生の３つの授業」より『カレーライス』
「ぼくと先輩のマジカル・ライフ」より『きつねうどん』
「キッチンぶたぶた」より『ナポリタン』
「最後の晩ごはん」より『カスタードプリン』

・生徒の給食への関心を高
めることができた。
・給食の内容を充実させるこ
とができた。

家庭科で作成し内谷中給食メニューは全て写真と
校長のコメントをのせて給食だよりで全校生徒保
護者へ紹介した。

内谷中学校

対象：
１年生　３１５人
５回
１年道徳１２０人
３回
２年生　３３５人
１回
３年生　３１１人
３回

　授業の中で行う
１年生：７月～１０月　家庭科バランスのとれた１日の食事作り
内谷中学校の給食メニューをつくる
給食週間（１月）道徳で命について扱う「いのちをいただく」
２年生：１月　総合的学習の時間　食と１７の目標ＳＤＧｓが大き
く関わることを知る
３年生：総合的学習の時間で「食育」を扱い、和食文化や世界
の状況を知り、食品ロスやＳＤＧｓへの関心を高める
　生活習慣病については資料の提供をおこなった。

・自分が考えた献立が実際に提供さ
れると本人も含め学級学年も残さず
食べることができる。（３８日分　４３
人を採用）
・授業を行ったことでＳＤＧｓへの関
心意欲が高まり２，３年生は「ＳＤＧ
ｓ」という言葉を１００％知ることがで
きた（４０％ほどしか認知度が無かっ
た）　あわせて食が環境や文化、そ
して世界と繋がっていることが理解
できた。
残量が昨年度と比較しておよそ２％
減少した

コロナの影響もあり、生活習
慣病については時間が取れ
なかった。できる単元や内容
の精査を行い数的評価も出
来るようにしていきたい。
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さいたま市の食育取組状況　令和２年度
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川通中学校
対象：全校生徒・
教職員
実施回数：3回

実施日：以下
　　１学年　2021年2月16日(火)
　　２学年　2021年1月26日(火)
　　３学年　2020年12月8日(火)
場所：川通中学校
内容：健康委員会給食担当の生徒が学年ごとに「さい
たま市の５つの食べる」のテーマに沿った内容の新聞を
作成し、クラスや学校掲示板に掲示した。

新聞にして周知することで、
「さいたま市の５つの食べる」
について知るとともに、テー
マに沿った内容を生徒自身
に考えさせることができた。

コロナ禍ということで、取り組
みが後期からと遅くなったこ
と。
朝会での呼びかけや生徒へ
の配布等、より多くの生徒が
興味を持つように取り組ませ
るべきだったこと。

岩槻中学校 対象：全校

580人

実施日：2020年11月12日（木）

場所：岩槻中学校

内容：パレスホテル大宮の中国料理シェフを迎えて
「シェフ給食」を実施

生徒にプロの味を体験させる
ことで、食への関心を高める
とともに、地場産物を活用し
たことにより、大切にする心
や、感謝の心を育てるきっか
けとなった。また事前に掲示
物をつくることで、献立や料
理に対する知識を深めること
ができた。

給食費の制限がある中で、
食への関心を高められる行
事献立を行いたい。コロナの
関係で集会ができなかった
ため、シェフの紹介が放送の
みになってしまった。

シェフ給食
の献立

献立名
白ご飯　麻婆茄子　バンバンジー　杏仁豆腐

ウーロン茶

　課題意識の維持、取組の
継続

給食委員の感想
・二色揚げパンが材料も少しででき、すぐに
作れて美味しかった。
・鶏のから揚げは意外と簡単だった。
味噌ラーメンはにんにくやバターを入れたら
おいしかった。
・チーズ入りジャガイモもちはチーズを多めに
入れたら美味しかった。

城南中学校 対象：全校生徒、
教員

２６０人

実施日：令和３年１月、１月２７日（水）

場所：各教室

内容：「給食を作ってみようキャンペーン」
　　　給食委員がアンケートにより選ばれた人気の給食
メニューを実際に家庭で調理。その後、レシピやアレン
ジ等について新聞にまとめ放送による朝礼で発表した。

　給食に対する生徒の課題
意識を高めることができた。
実際に委員会より提案され
たことを実践するクラスが
あった。

川通中学校
対象：中学１年
　　　　中学２年
　　　　中学３年

実施日：以下
　　１学年　2020年2月19日(水)
　　２学年　2020年2月13日(木)
　　３学年　2020年2月20日(木)
場所：川通中学校
内容：朝食の役割、バランスの良い食事と生活リズム
　　　　自立した食事、アレルギーについてなど

朝食や生活リズムについて
学ぶことにより、生徒自身の
健康について考える機会に
なった

授業で考えた内容を生活習
慣として定着させることが課
題である

授業の感想（アンケートより）
・朝食は、１日の生活においてとても大事なものだと知る
ことができました。バランスの良い食事をとり、自分に
合った生活リズムが作れるようにしたいです。（１年）
・改めて食生活を見直そうと思ったし、アレルギーにも気
をつけようと思いました。毎日親が栄養を考えてご飯を
作ってくれているので感謝したいと思いました。（２年）
・生活習慣を整えることの大切さを改めて学ぶことがで
きました。高校生になると給食がなくなるので、栄養バラ
ンスを考えて昼食を取ろうと思います。（３年）
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食育の目標「さいたま市５つの『食べる』」 

さ 「三食しっかり」食べる 

い 「いっしょに楽しく」食べる 

た 「確かな目をもって」食べる

ま 「まごころに感謝して」食べる 

し 「食文化や地の物を伝え合い」食べる 

さいたま市食育なび http://www.saitamacity-shokuiku.jp/

食育の基礎知識、食の安全・食中毒、地産地消、学校や保育園の給食レシピ、市の施策・事業など、 

食育に役立つ情報を発信しています。
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